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「島まるごと学校」を掲げて高校魅力化に取り組ん
だ島根県立隠岐島前高等学校

＊本誌は再生紙を使用しています

「
島
ま
る
ご
と
学
校
」の

実
現
を
目
指
す

２
０
２
２
年
度
に
新
学
習
指
導
要
領
が
ス

タ
ー
ト
し
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

が
求
め
ら
れ
る
中
、
全
国
の
高
校
で
は
「
探

究
の
学
び
」
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
島
根
県
立
隠
岐
島ど
う

前ぜ
ん

高
等
学
校
で
は
、

15
年
前
か
ら
そ
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
課
題

発
見
・
解
決
型
の
教
育
を
、「
高
校
魅
力
化
」

の
取
り
組
み
と
し
て
実
践
し
て
き
た
。
か
つ

て
は
一
部
の
小
規
模
校
や
定
員
割
れ
し
た
学

校
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た

高
校
魅
力
化
だ
っ
た
が
、
新
学
習
指
導
要
領

の
理
念
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
全
国

の
高
校
に
お
い
て
も
取
り
組
む
べ
き
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

私
は
現
在
、
一
般
財
団
法
人
地
域
・
教
育

魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
全
国
の
高
校

魅
力
化
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
原

点
は
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
日
本
海

の
離
島
で
あ
る
隠
岐
諸
島
の
島
根
県
海あ
ま士
町

に
出
前
授
業
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
こ
と

に
あ
る
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・
財
政

難
と
い
っ
た
社
会
課
題
が
身
近
に
あ
る
と
い

う
地
域
の
状
況
が
、
私
に
は
魅
力
に
感
じ
ら

れ
た
。
移
住
を
決
め
、
翌
年
か
ら
、
町
の
教

育
や
隠
岐
島
前
高
校
の
存
続
問
題
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

隠
岐
島
前
高
校
は
、
隠
岐
諸
島
の
島
前

地
域
の
西
ノ
島
町
、
海
士
町
、
知ち

夫ぶ

村む
ら

か

ら
通
学
で
き
る
唯
一
の
高
校
と
し
て
、
島

前
地
域
の
最
高
学
府
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
。
だ
が
、
人
口
減
少
と
少
子
化
に
伴
っ
て

２
０
０
３
年
度
に
１
４
５
人
で
あ
っ
た
生
徒

数
は
２
０
０
８
年
度
に
は
89
人
に
ま
で
落
ち

込
ん
だ
。
高
校
の
存
続
に
危
機
感
を
募
ら
せ

た
こ
の
地
域
で
は
、
隠
岐
島
前
高
校
の
校
長

や
３
町
村
の
首
長
・
教
育
長
・
議
長
ら
で
構

成
す
る
「
隠
岐
島
前
高
校
魅
力
化
の
会
」
を

設
置
し
、
さ
ら
に
そ
の
組
織
の
下
に
、
教
員

や
役
場
職
員
、
地
域
の
有
志
ら
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
け
た
。
生
徒
や
地
域
住

民
の
声
を
集
め
な
が
ら
隠
岐
島
前
高
校
の
魅

力
と
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
続
け
る
中
で
高

校
魅
力
化
に
向
け
た
構
想
を
策
定
し
、「
島

ま
る
ご
と
学
校
」
を
掲
げ
て
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
始
動
し
た
。

ま
ず
は
島
前
地
域
を
舞
台
に
、
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
コ
ト
の
地
域
資
源
を
教
材
と
し
た
学
び

の
展
開
を
打
ち
出
し
、
そ
こ
か
ら
課
題
を
発

見
し
て
解
決
に
挑
戦
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

の
学
習
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
た
。
ま
た
、

小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に
取
り
、
き

-

視 

点-

　

高
校
魅
力
化
で
持
続
可
能
な
地
域
の
未
来
を
つ
く
る
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。
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 prof i l e

岩本 悠
〈いわもと・ゆう〉
東京都生まれ。学生
時代にアジア・アフ
リカ20カ国の地域開
発の現場を巡り、体
験学習記『流学日記』

（文芸社、2003年）
を出版。その印税等でアフガニスタンに学
校を建設。幼稚園から高校までの教員免許
を取得し、卒業後はソニー株式会社（当時）
で人材育成・組織開発・社会貢献事業等に
従事。2007年から隠岐島前高校魅力化プ
ロジェクトに携わり、2015年より島根県
教育魅力化特命官として教育と人づくりを
推進。2017年に一般財団法人地域・教育
魅力化プラットフォームを設立。文部科学省
中央教育審議会委員等を務める。2016年
第１回特別ソーシャルイノベーター最優秀賞

（日本財団）など受賞多数。
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高
校
と
地
域
の
両
者
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重
要
性

で
は
、
ど
の
よ
う
に
高
校
と
地
域
が
連
携

し
、
高
校
魅
力
化
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の

か
。
高
校
魅
力
化
の
取
り
組
み
の
動
機
や
目

的
が
、
学
校
な
ど
教
育
側
と
自
治
体
な
ど
地

域
側
で
異
な
る
と
、
連
携
や
協
働
の
考
え
方

や
価
値
観
も
異
な
り
、
意
見
や
方
向
性
が
な

か
な
か
一
致
し
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

高
校
教
育
は
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
３
年
間

に
わ
た
る
た
め
、
一
部
の
指
導
者
に
依
存
し

た
活
動
で
は
、
中
心
と
な
る
人
材
が
異
動
な

ど
に
よ
り
短
期
間
で
入
れ
替
わ
っ
た
際
に
活

動
の
継
続
が
難
し
く
な
る
。

そ
の
た
め
、
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
調
整
役
）
の
存
在
が
有
効
と

な
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
核
と
な
っ
て
、

高
校
と
地
域
が
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
教

育
を
行
い
た
い
か
を
一
緒
に
検
討
し
、
生
徒
や

地
域
住
民
の
声
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
共
通

の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
場
や
体

制
づ
く
り
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
大
学
も
あ
り
、
例
え
ば
島
根
大
学
で

は
社
会
教
育
主
事
講
習
と
し
て
地
域
教
育
魅

力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
コ
ー
ス
を
設

け
て
い
る
。
私
た
ち
の
団
体
で
も
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
や
研
修
を
進
め
て
い
る
。

「
し
ま
ね
留
学
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
全
国
の
高
校
や
自
治
体
か
ら

多
く
の
依
頼
や
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
、「
う
ち
で
も
取
り
入
れ
た
い
」
と

い
う
声
が
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
全
国
の
高
校

魅
力
化
を
支
援
し
、
日
本
全
体
の
高
校
や
地

域
の
教
育
を
変
え
て
い
く
活
動
を
進
め
よ
う

と
、
２
０
１
７
年
に
一
般
財
団
法
人
地
域
・

教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
。

島
前
地
域
で
進
め
て
き
た
高
校
魅
力
化
と
島

留
学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
、
経
験
を
生
か

し
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
全
国
の
高
校
や
市

町
村
の
高
校
魅
力
化
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
る
。
そ
の
メ
イ
ン
と
な
る
活
動
が
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
地
域
み

ら
い
留
学
」
で
あ
る
。
全
国
の
離
島
や
中

山
間
地
域
の
自
治
体
や
高
校
に
呼
び
か
け
、

高
校
魅
力
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
全
国

か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
活
動
を
展
開
、
現

在
ま
で
に
全
国
か
ら
１
９
０
校
が
参
画
し
、

留
学
生
の
累
計
は
５
０
０
０
人
を
超
え
て
い

る
（
図
２
）。

高
校
で
の
学
び
が
次
世
代
を
育
む

近
年
、
全
国
的
に
高
校
魅
力
化
が
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
島
前
地

域
同
様
に
少
子
化
の
進
行
が
あ
る
。
入
学
す

る
生
徒
が
減
少
す
れ
ば
高
校
の
存
続
が
難
し

く
な
り
、
高
校
が
な
く
な
れ
ば
さ
ら
に
若
年

め
細
か
な
指
導
で
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出
す
教
育
が
可
能

で
あ
る
と
、
少
人
数
の
学
び
の
利
点
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
さ
ら
に
公
立
塾
を
設
置
し
て
放
課

後
も
学
べ
る
場
を
つ
く
っ
た
。

そ
し
て
、
全
国
か
ら
生
徒
を
呼
び
寄
せ

る
べ
く
「
島
留
学
」
に
取
り
組
ん
だ
。
小

中
学
校
は
１
学
年
１
学
級
で
あ
る
上
、
離

島
と
い
う
地
理
的
条
件
も
あ
り
人
間
関
係

が
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
然
と
価
値

観
も
同
質
化
し
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
島
外
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
こ
と

で
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く

り
、
活
力
を
生
み
出
し
て
高
校
の
魅
力
を
高

め
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。
島
前
地
域
の
豊
か

な
自
然
や
食
、
人
情
味
の
厚
さ
、
少
人
数
指

導
な
ど
、
優
れ
た
学
び
を
得
ら
れ
る
環
境
の

良
さ
を
発
信
し
て
２
０
１
０
年
度
か
ら
募
集

を
開
始
し
た
。

２
年
目
以
降
の
募
集
で
は
、
島
の
魅
力
だ

け
で
な
く
、
交
通
や
買
い
物
の
不
便
さ
な
ど

生
活
に
お
け
る
リ
ア
ル
な
課
題
も
示
し
た
。

そ
の
課
題
に
向
き
合
い
、
解
決
し
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
環
境
だ
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
た
ち
の
能
力
や
才
能
を
伸
ば
し

人
間
力
を
磨
く
に
は
格
好
の
学
び
の
場
に
な

る
の
だ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

全
国
へ
広
が
る

高
校
魅
力
化
と
留
学
制
度

こ
う
し
た
募
集
活
動
の
結
果
、
島
留
学
初

年
度
に
は
、
全
国
か
ら
７
人
の
島
留
学
生
が

１
年
生
と
し
て
入
学
し
、
翌
年
以
降
も
そ
の

数
は
増
加
し
た
。
島
外
、
特
に
東
京
な
ど
都

市
部
か
ら
や
っ
て
来
た
生
徒
は
、
生
活
文
化

が
大
き
く
異
な
る
島
前
地
域
を
舞
台
に
し
た

学
び
に
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

姿
は
地
元
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な

刺
激
と
な
り
、
外
か
ら
の
目
を
通
し
て
自
分

た
ち
の
地
域
を
見
る
目
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
相
乗
効
果
も
あ
っ
て
地
元
・
島

前
地
域
か
ら
の
進
学
率
も
高
ま
り
、
隠
岐
島

前
高
校
は
高
校
魅
力
化
の
取
り
組
み
開
始
か

ら
約
10
年
間
で
生
徒
数
が
倍
増
す
る
と
い
う

結
果
を
生
ん
で
い
る
（
図
１
）。

こ
の
取
り
組
み
を
「
あ
の
島
で
あ
の
学
校

だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
特
別
な
成
功
例
」
と
し

て
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
島
外

地
域
へ
と
広
げ
る
べ
く
島
根
県
と
連
携
し
、

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
は
、
県
内
の
他

の
公
立
高
校
へ
の
留
学
生
を
全
国
募
集
す
る

層
の
流
出
が
加
速
し
、
地
域
の
衰
退
に
つ
な

が
る
。
高
校
と
地
域
の
持
続
可
能
性
は
直
結

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
魅
力
あ
る
高
校
を
目

指
す
こ
と
で
生
徒
を
集
め
、
地
域
の
持
続
可

能
性
を
高
め
て
い
こ
う
と
強
く
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

離
島
や
中
山
間
地
域
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
高
校
卒
業
後
、
大
学
進
学
や
就
職
を

機
に
域
外
へ
出
て
い
く
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が

多
い
。
そ
の
後
も
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ

て
関
わ
っ
て
も
ら
う
に
は
、
地
域
で
過
ご
す

最
後
の
時
期
と
な
る
高
校
３
年
間
で
の
学
び

と
生
活
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
。
地
域
と
し
っ

か
り
関
わ
り
、
そ
の
魅
力
や
課
題
、
未
来
の

可
能
性
を
考
え
な
が
ら
高
校
３
年
間
を
過
ご

せ
ば
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
関
係
人
口
と
し
て
地
域

に
関
わ
る
可
能
性
が
期
待
で
き
る
。
加
え
て
、

地
元
以
外
か
ら
も
「
こ
こ
で
学
び
た
い
」
と
い

う
生
徒
が
集
ま
れ
ば
、
次
世
代
を
担
う
人
材
育

成
や
移
住
定
住
に
も
つ
な
が
る
（
図
３
）。

高
校
側
に
お
い
て
も
、
働
き
方
改
革
が
進

む
昨
今
、
学
校
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
自
力
で
実
施
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
と

連
携
し
て
生
徒
に
魅
力
あ
る
学
び
を
提
供
す

る
動
き
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

地
域
側
も
当
事
者
意
識
を
持
ち

高
校
と
共
に
汗
を
か
く

高
校
魅
力
化
を
進
め
る
上
で
最
も
大
事
な

こ
と
は
、
自
治
体
な
ど
地
域
側
も
当
事
者
意

識
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。「
高
校
の
取
り
組

み
な
の
で
高
校
が
行
え
ば
い
い
」「
県
立
高

校
な
の
で
県
が
き
ち
ん
と
行
う
べ
き
」
な
ど

と
、
学
校
や
教
育
委
員
会
に
任
せ
て
い
る
よ

う
で
は
、
成
果
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

地
域
に
お
い
て
も
、
関
係
者
が
自
分
事
と
し

て
捉
え
、
高
校
と
共
に
魅
力
化
に
向
け
て
汗

を
か
く
こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
全
国
よ
り
30

年
分
ほ
ど
進
ん
で
い
た
島
前
地
域
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
は
「
未
来
の
箱
庭
」、
つ
ま
り

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
縮
図
で
あ
り
、
将
来
的

に
は
全
国
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
問
題
で
あ

る
と
、
隠
岐
島
前
高
校
で
高
校
魅
力
化
に
取

り
組
ん
で
い
た
当
時
か
ら
感
じ
て
い
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
島

前
地
域
で
解
決
に
向
か
う
事
例
を
先
取
り
し

て
示
し
、
そ
れ
を
一
つ
の
希
望
に
し
て
全
国

の
教
育
や
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
高
校
魅
力
化
の
動
き
が
全
国
的

に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
そ
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
持
続
可
能
な

未
来
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
の
思
い
を
強
め

て
い
る
。

全国190校が参画するようになった「地域みらい留学」。留学校のブース
が集まる「日本まるごと高校フェス」も毎年開かれている
写真提供／一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム

図１　岩本氏が高校魅力化に取り組んだ時期の隠岐島前高校と地域の変化図３　高校魅力化によって地域に生まれる変化

図２　全国における地域みらい留学生＊の推移（1年生の入学者数）

出典：地域みらい留学Webサイト自治体向けページ（https://c-platform.or.jp/jititai.html）を基に編集部で作成

出典：一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム提供資料を基に編集部で作成

出典：地域みらい留学Webサイト自治体向けページ（https://c-platform.or.jp/jititai.html）を基に編集部で作成

高校魅力化による地域と人づくり特集

20262025202420232022202120202019 （年度）

211人
395人 485人 541人

744人 816人
945人

1127人

生徒数

祭りの再興（神輿を出す祭りの割合） 年間平均出生数

卒業後のUターン率

島前地域からの進学率県外からの入学者数

2008年 2015年

2006年 2015年

1996〜2005年 2006〜2015年

2003〜2005年 2013〜2015年

2004〜2008年 2011〜2015年

2007年 2015年2008年と2015年との比較

89

36

-107

864

+53

18

15.2

4730 増加160

24.9

89人

%

人

人%

人

人

%

%人人

%

%

地域留学を生かした
高校の魅力化

都道府県外からの
留学生の増加

関係人口・
定住人口の増加

地域の
魅力化・活性化

地元生・留学生の
地域への愛着醸成

次世代の地域の
つくり手の増加

地元生の価値観・
意欲の変化

累計

5000人
突破

＊地域みらい留学参加高校に入学した県外生徒。 2026年5月時点

地域人口の社会増減（転入者数-転出者数）



7 6116／2026.9

「
高
齢
化
の
島
」で

始
ま
っ
た
取
り
組
み

山
口
県
東
部
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
周
防

大
島
。
本
州
か
ら
大
島
大
橋
を
渡
っ
て
車
で

30
分
、
安あ

下げ
の

庄し
ょ
う

湾
を
望
む
高
台
に
立
つ
の
が
、

２
０
２
６
年
４
月
に
開
校
し
た
ば
か
り
の
山

口
県
立
大
学
附
属
周
防
大
島
高
等
学
校
だ
。

島
唯
一
の
高
校
で
、
３
月
ま
で
は
「
山
口
県

立
周
防
大
島
高
等
学
校
」
で
あ
っ
た
。

周
防
大
島
町
は
全
国
で
も
有
数
の
超
高
齢

化
地
域
で
あ
り
、
高
齢
化
率
は
55
％
を
超

え
て
い
る
。
そ
う
し
た
少
子
高
齢
化
の
流
れ

を
受
け
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
、
山
口

県
立
安
下
庄
高
等
学
校
と
山
口
県
立
久く

賀か

高

等
学
校
と
い
う
島
内
二
つ
の
高
校
が
統
合
さ

れ
、
山
口
県
立
周
防
大
島
高
等
学
校
と
な
っ

た
。

有志の生徒による「アロハ・フラ島高」。島の恒例行事「サタフラ」に毎年参加するほか、地域の福祉施設で利用者との交流活動なども行う

現
在
、
同
校
は
定
員
割
れ
の
状
況
を
脱
し

志
願
者
数
も
増
加
に
転
じ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
山
口
県
立
大
学
の
附
属
校
と
な
っ
た
こ

と
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。

「
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を
受
け
、〝
地
域

の
子
ど
も
を
地
域
が
育
て
る
〟
を
目
標
に
、

島
内
二
つ
の
中
学
校
と
連
携
型
中
高
一
貫
教

育
を
25
年
前
か
ら
行
っ
て
お
り
、
私
自
身
も

出
前
授
業
に
行
き
ま
す
。
地
域
と
の
関
わ
り

を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
」
と
竹
村
和
之
校
長
は
話
す
。

全
国
初
の

地
域
創
生
科
を
設
置

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
か
ら
は
生
徒
の

全
国
募
集
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
高
校
と

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
島
を
盛
り
上
げ
る
べ

く
、
島
全
体
を
学
習
の
場
と
す
る
「
島
じ
ゅ

う
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国

初
の「
地
域
創
生
科
」を
設
置
し
た
。
以
来
、

「
島
・
学
・
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
地
域

資
源
を
生
か
し
た
体
験
学
習
や
課
題
解
決
型

の
探
究
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
活
動
は
、
同
年
９
月
の
県
内
公

立
高
校
で
初
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル※
１

へ
の
加

盟
認
証
や
、
翌
年
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学

校
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
受
賞
な
ど
に
つ
な

が
っ
た
。
さ
ら
に
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年

に
は
、
こ
ち
ら
も
県
内
公
立
高
校
で
は
初
め

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル※
２

を
導
入
す
る

な
ど
、
地
域
と
融
合
し
た
先
駆
的
な
取
り
組

み
を
重
ね
て
き
た
。

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
「
地
域
み
ら

い
留
学
」
へ
の
参
画
を
機
に
教
育
内
容
が
よ

り
広
く
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
り
、
県
外
か
ら

の
入
学
者
数
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
た
。

２
０
２
６
年
４
月
現
在
、
在
校
生
２
１
５

人
の
う
ち
、
通
学
者
は
周
防
大
島
町
内
か
ら

が
63
人
、
柳
井
市
、
岩
国
市
な
ど
町
外
か
ら

も
同
じ
く
63
人
で
あ
る
。
残
る
89
人
は
遠
方

や
県
外
か
ら
や
っ
て
来
た
生
徒
で
三
つ
の
学

生
寮
を
利
用
し
て
お
り
、
通
学
費
や
寮
費
の

一
部
に
つ
い
て
は
自
治
体
の
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

年
間
の
探
究
学
習
で

課
題
解
決
力
を
養
成

今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
普
通
科
（
定
員
90

人
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
福
祉
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
情
報
・
ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
科
学
な
ど

多
彩
な
分
野
の
選
択
科
目
が
60
以
上
あ
り
、

「
大
学
進
学
コ
ー
ス
」「
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
」

に
分
か
れ
る
２
年
次
以
降
、
希
望
進
路
に
応

じ
て
選
択
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
き
た
探
究
学
習

は
、
家
庭
や
社
会
福
祉
の
基
礎
、
社
会
課
題

に
つ
い
て
教
科
横
断
的
に
学
ぶ
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
と
し
て
、「
Q
O
L
（
生
活

の
質
）
の
向
上
」「W

ell-being

（
地
域
幸
福

度
）
の
実
現
」
に
つ
な
が
る
学
び
を
重
視
し

て
お
り
、
３
年
間
で
計
６
単
位
と
、
他
校
の

約
２
倍
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
だ
。
３
年
間
を
通
し

た
探
究
学
習
は
、
今
年
か
ら
「P³BL ※
３
」
と

名
付
け
ら
れ
た
。
ま
ず
１
年
次
に
自
治
体
職

員
や
島
内
の
起
業
家
な
ど
専
門
家
の
講
演
を

聴
い
て
地
域
に
関
す
る
探
究
テ
ー
マ
を
見
つ

け
（Program

）、
２
年
次
で
は
そ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
企
画
・
運
営
を
グ
ル
ー
プ
で
進

め
る
（Project

）。
さ
ら
に
、
３
年
次
に
課

題
解
決
に
向
け
た
個
人
探
究
や
成
果
発
表
を

行
っ
て
地
域
創
生
へ
の
貢
献
力
を
育
む
の
で

あ
る
（Problem

）。

同
校
は
こ
れ
ま
で
、
地
元
産
の
塩
と
、
県

内
産
の
は
ち
み
つ
や
梨
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
塩
あ
め
を
地
元
製
塩
会
社
と
共
に
開
発

し
た
「
夢
塩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、
島
が
誇

る
世
界
最
大
級
の
群
生
地
を
守
る
「
ニ
ホ
ン

附属校化で県立大との連携を強化し、
グローカルな人材を育成
山口県立大学附属周防大島高等学校《山口県周防大島町》

2026（令和8）年4月、周防大島に山口県立大学附属周防大島高等学校が開校した。
地域と連携した探究学習やハワイとの縁を生かした語学研修など
多彩なカリキュラムを前身の高校から受け継ぐとともに、
今年から大学附属となったことで同校はさらなる進化を遂げて島に新たな活気をもたらし、
未来への希望を創出する。 文／村上 郁子

1  「島・学・人プロジェクト」の一環としてランニングイベント「ウルトラ
マラニック」でボランティア活動を行う生徒たち。法被には「島がすき 
学校がすき そこで生きてる人がすき」というコンセプトが記されている

2  コミュニティ・スクールの提案で行われた地域住民による入寮歓迎会

探究学習（P³BL）の一例：ニホンアワサンゴの研究
世界最大級の群生地を誇る、周防大島のニホンアワサンゴ。校内で
飼育・観察を行うほか、近隣小学校の見学受け入れや海岸清掃など
の保全活動にも取り組む

1

2

高校魅力化による地域と人づくり特集

※１ ユネスコスクール…
1953年に発足した国際的なネットワーク。加盟校同士で情報
交換を行いながら地球規模の諸問題に対処する教育内容や手法
の開発、発展を目指す

※２ コミュニティ・スクール…
学校の教育方針や課題を学校・家庭・地域が共有し一体となり
子どもたちを育てる学校運営協議会制度

※３ PBL…
課題解決型学習。Problem-Based Learning（問題解決学習）と
Project-Based Learning（プロジェクト型学習）の2つを指す

安下庄湾を望む高台に立つ校舎
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ア
ワ
サ
ン
ゴ
の
研
究
」
な
ど
、
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
生

活
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ
の
提
案
で
は
、
株
式
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
が
主
催
す
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
起
業
家
精
神
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
「
高
校

Ring AW
A
RD

 

2
0
2
4
」
で
準
グ
ラ
ン

プ
リ
を
獲
得
し
た
。
他
に
も
、
内
閣
府
主
催

の
「
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
最
終
審
査
（
全
国
大
会
）
に
過
去

４
回
で
５
作
品
が
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
探
究

学
習
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
こ

う
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
、
県
内
で

活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
使
命
と
す
る
県
立

大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
合
致

し
た
こ
と
も
、
附
属
校
化
実
現
の
大
き
な
要

素
と
な
っ
た
。

県
立
大
附
属
校
と
し
て

大
学
で
の
学
び
を
先
取
り

今
年
度
か
ら
は
、
山
口
県
立
大
学
と
の
連

携
が
強
化
さ
れ
た
。
同
大
学
の
学
校
推
薦
型

選
抜
枠
約
1
0
0
人
の
う
ち
最
大
20
人
程
度

が
附
属
校
か
ら
の
進
学
枠
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
連
携
は
高
校
で
の
学
習
内
容
に
も
及
ぶ
。

選
択
科
目
の
う
ち
「
管
理
栄
養
士
基
礎
」「
公

衆
衛
生
基
礎
」
は
同
大
学
の
栄
養
学
科
、
看

護
学
科
に
つ
な
が
る
内
容
で
あ
り
、
連
携
に

よ
っ
て
大
学
生
も
島
に
来
る
機
会
が
増
え
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
も
期
待
で

き
る
。
さ
ら
に
、
２
年
次
に
「
県
大
進
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
選
択
す
る
と
、
附
属
校
枠
で

進
学
を
目
指
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
大
学

の
授
業
を
先
取
り
履
修
で
き
、
個
人
探
究
学

習
に
お
い
て
も
大
学
教
員
か
ら
の
指
導
が
受

け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
学
習
成
果
は
受
験
時

の
評
価
に
加
味
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
入

学
後
の
単
位
に
も
認
定
さ
れ
る
。

「
育
成
型
選
抜
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
大
学
で
の

学
び
を
先
取
り
す
る
こ
と
で
、
大
学
入
学
後

に
余
裕
が
生
ま
れ
、
よ
り
深
い
研
究
や
留
学

な
ど
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

（
竹
村
校
長
）

こ
の
島
に
誇
り
を
持
ち

地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
に

周
防
大
島
は
「
瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
」
と
呼

ば
れ
、
ハ
ワ
イ
へ
の
移
民
の
歴
史
を
背
景
に

カ
ウ
ア
イ
島
と
姉
妹
島
縁
組
を
結
び
交
流
を

続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
縁
を
生
か
し
、
夏
に
は
制
服
の

代
わ
り
に
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
「
ア

ロ
ハ
ビ
ズ
」
を
導
入
。
２
年
次
に
は
山
口
県

主
催
の
「
東
部
地
域
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成

事
業
」
に
よ
る
補
助
を
活
用
し
、
カ
ウ
ア
イ

島
で
現
地
の
高
校
生
と
交
流
を
行
う
語
学
研

修
を
低
予
算
で
実
施
す
る
な
ど
、
こ
の
島
な

ら
で
は
の
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

部
活
動
に
お
い
て
も
、「
総
合
ス
ポ
ー
ツ

部
」、「
総
合
文
化
部
」
を
新
設
し
た
。
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
登
山
な
ど
季
節
ご
と
に
数
種
類
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
等
に
取
り
組
み
、
多
角
的
に
こ

の
島
の
自
然
や
文
化
の
魅
力
を
伝
え
る
狙
い

だ
。
ま
た
、
全
て
の
生
徒
が
参
加
で
き
、
部

活
動
と
の
両
立
も
可
能
な
有
志
の
フ
ラ
チ
ー

ム
「
ア
ロ
ハ
・
フ
ラ
島
高
」
は
、
周
防
大
島

の
夏
の
恒
例
行
事
「
サ
タ
フ
ラ
」
に
毎
年
参

加
し
て
お
り
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
以

降
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
甲
子
園
に
も
出
場
す
る
な

ど
同
校
の
名
物
と
な
っ
て
い
る
。

「
少
子
高
齢
化
は
、
今
後
全
国
各
地
で
直
面

す
る
課
題
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
県
立
大
学

と
の
連
携
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

先
の
見
え
な
い
時
代
を
生
き
る
生
徒
た
ち
の

心
に
地
方
暮
ら
し
へ
の
肯
定
感
を
育
み
、
地

域
の
未
来
を
提
案
し
担
う
人
材
と
し
て
送
り

出
し
た
い
の
で
す
」（
竹
村
校
長
）

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
、
同
校
は
文
部

科
学
省
の
推
進
す
る
「
D
X
ハ
イ
ス
ク
ー
ル※
４

」

に
採
択
さ
れ
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
る
。
地
域
と
学
び
の
融
合
で
、

こ
の
島
の
未
来
を
創
生
す
る
。

契
機
と
な
っ
た

『
島
の
仕
事
図
鑑
』制
作

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
２
月
、
広
島
県

は
「
２
０
１
７
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
全
校

生
徒
数
80
人
を
下
回
る
高
校
の
統
廃
合
を

検
討
す
る
」
内
容
の
方
針
を
示
し
た※
１

。
こ
れ

に
よ
り
、
広
島
県
立
大
崎
海
星
高
等
学
校
は

存
続
の
危
機
に
直
面
す
る
高
校
の
一
つ
と

な
っ
た
。
当
時
、
大
崎
上
島
唯
一
の
高
校
で

あ
っ
た※
２

同
校
の
生
徒
数
は
定
員
１
２
０
人

に
対
し
67
人
（
２
０
１
４
年
度
）。
島
内
中

学
生
の
約
７
割
が
島
外
へ
進
学
し
て
お
り
、

２
０
１
７
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
生
徒
数
を

増
や
す
た
め
の
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

高
校
が
な
く
な
れ
ば
地
域
の
活
力
低
下

に
つ
な
が
る
、
と
危
機
感
を
募
ら
せ
た
町
と

同
校
は
、
連
携
し
て
高
校
魅
力
化
を
軸
と
し

た
再
生
に
乗
り
出
す
。
学
校
と
地
域
を
つ
な

ぐ
民
間
の
魅
力
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
力
も
借
り
な
が
ら
、
地
域
で
学
校
を
支
え

る
取
り
組
み
が
動
き
始
め
た
。「
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
に
す
る
」
と
い
う
方
向
性
は
定

ま
っ
て
い
た
が
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
地
元
の
中
学
生
親
子

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
重
ね
て
模
索

を
続
け
た
。

試
行
錯
誤
が
続
く
中
、
転
機
と
な
っ
た
の

が
、
同
じ
２
０
１
４
年
に
町
商
工
会
が
企
画

島で学ぶ―
存続危機にあった高校が地域の拠点へ

かんきつ栽培や造船業が盛んな瀬戸内海の離島・大崎上島。
生徒数減少で存続の危機にあった広島県立大崎海星高等学校は、島ぐるみで高校魅力化に取り組み、
地域全体を「学びの島」へと進化させることで生徒数の回復に成功した。
その取り組みは、生徒の成長を促すだけでなく、住民の意識にも変化をもたらし、
島に新たな活力を生んでいる。

広島県立大崎海星高等学校《広島県大崎上島町》

大崎上島に伝わる和船「櫂伝馬（かいでんま）」を次世代へとつなぐプロジェクト「旅する櫂伝馬」に参加する生徒たち

文／川西 由香理

※１ 出典：広島県教育委員会「今後の県立高等学校の在り方に
係る基本計画」（平成26年2月26日）内、「取組の方向性」

※２ 広島商船高等専門学校（国立）は存在する。なお、2019年には大崎上島町が誘致する
形で全寮制の中高一貫校、県立広島叡智学園中学校・高等学校が開校した

校長の竹村和之先生（中央）、教頭の重村
直孝先生（左）、教頭の重村励志先生（右）

山口県立大学附属周防大島高等学校
山口県大島郡周防大島町西安下庄489
☎0820-77-1048
https://suo-oshima-hsypu.jp/

写真提供／山口県立大学附属周防大島高等学校

3  地元の海に生息する「ニホンアワサンゴ」と町の花「ミカンの
花」のアロハシャツは山口県立大学の学生によるデザインだ

4  語学研修で訪れるハワイでは現地の高校生と交流も行う
5  シーカヤックは周防大島ならではのスポーツ活動として今後さ

らに力を入れる

※４ DXハイスクール…高等学校DX加速化推進事業。高校段階からデジタル
人材育成を強化すべく、ICT活用のための環境整備を支援する事業

3

5

4
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し
て
生
徒
た
ち
と
制
作
し
た
移
住
・
定
住
促

進
の
た
め
の
冊
子
『
島
の
仕
事
図
鑑
』
だ
。

パ
ン
屋
や
漁
師
、
レ
モ
ン
農
家
な
ど
島
で
働

く
人
々
へ
の
取
材
を
生
徒
た
ち
が
行
い
、
約

３
カ
月
か
け
て
完
成
し
た
冊
子
は
、
役
場
や

商
工
会
、
移
住
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
さ
れ

た
。
携
わ
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
島
の
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
仕
事
に
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
む
と
い
う
経
験
を
積
ん

だ
。
取
材
を
受
け
た
側
も
、
自
ら
の
仕
事
の

意
義
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

『
島
の
仕
事
図
鑑
』
の
制
作
は
学
校
の
有
志

に
よ
っ
て
翌
年
以
降
も
続
き
、
大
崎
海
星
高

校
の
高
校
魅
力
化
を
象
徴
す
る
継
続
的
な
取

り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
で
「
地
域
そ
の
も
の
を
学

び
の
場
に
で
き
る
」
と
い
う
実
感
を
得
た
町

と
同
校
は
地
域
探
究
学
習
、
公
営
塾
、
教

育
寮
と
い
う
三
つ
を
柱
と
し
た
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
始

動
さ
せ
、
徐
々
に
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
。

魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
三
本
柱

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
地
域

探
究
学
習
「
大
崎
上
島
学
」
は
、
島
全
体
を

学
び
の
場
と
す
る
探
究
型
の
教
育
活
動
で
あ

る
。
２
０
１
６
年
度
に
本
格
始
動
し
て
以
来
、

進
化
を
遂
げ
て
き
た
。

１
年
次
の
「
羅
針
盤
学
」
で
自
分
や
地
域

を
知
り
、
２
年
次
の
「
潮
目
学
」
で
は
チ
ー

ム
で
課
題
解
決
の
考
え
方
を
身
に
付
け
、
３

年
次
の
「
航
界
学
」
で
は
個
々
が
テ
ー
マ
を

決
め
て
探
究
に
取
り
組
む
。
３
年
間
の
学
び

を
通
し
て
変
化
の
激
し
い
今
の
「
世
界●

」
を

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
こ
の
島
で
身
に

付
け
「
航
界
士
」
を
目
指
す
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

「
生
徒
が
積
極
的
に
動
け
る
よ
う
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
実
践
型
の
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
高
校
魅
力
化
を
担
当

す
る
兼
田
侑
也
先
生
だ
。
例
え
ば
「
平
飼
い

卵
を
地
域
に
広
め
た
い
」
と
考
え
た
チ
ー
ム

は
、
養
鶏
農
家
や
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
出

向
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
、
コ
ス
ト
や
衛
生

基
準
な
ど
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
こ
の
卵
の

学
校
給
食
へ
の
提
供
を
実
現
さ
せ
た
。
ま
た

「
先
生
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
つ
く
り
た

い
」
と
考
え
た
チ
ー
ム
は
、
約
１
年
か
け
て

ド
レ
ス
を
完
成
。
さ
ら
に
３
年
次
の
大
崎
上

島
学
で
福
祉
施
設
を
訪
れ
た
際
に
は
、
挙
式

し
て
い
な
い
老
夫
婦
の
話
を
聞
き
、
施
設
の

方
と
相
談
し
な
が
ら
夫
婦
の
結
婚
式
を
企
画

し
て
開
催
し
た
と
い
う
。

「
生
徒
の
挑
戦
が
、
地
域
の
人
々
の
喜
び
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
先
生
は
語
る
。

柱
の
二
つ
目
、
日
々
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
公
営
塾
「
神か
ん
の
み
ね峰
学
舎
」
は
校
内
に
設
置

さ
れ
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
講
師
を
務

め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
「
夢
☆
ラ
ボ
」
も
展
開

す
る
。
例
え
ば
、
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な

生
徒
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
校

内
で
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
住
民
の
協

力
を
得
て
、
作
品
の
展
示
場
所
を
島
内
の
福

祉
施
設
や
カ
フ
ェ
へ
と
広
げ
た
。
さ
ら
に
、

同
じ
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ポ
ス
ト
」
設
置
の
際
は
、
郵
便
局
長
も
生
徒

と
共
に
町
長
へ
働
き
か
け
た
と
い
う
。

ま
た
、
柱
の
三
つ
目
で
あ
る
教
育
寮
「
コ

ン
パ
ス
」
が
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
完

成
し
た
こ
と
で
、
全
国
か
ら
の
生
徒
を
さ
ら

に
受
け
入
れ
や
す
く
な
っ
た
。
同
年
か
ら「
地

域
み
ら
い
留
学
」
に
も
参
画
、
毎
年
10
人
前

後
が
留
学
生
と
し
て
入
学
し
て
お
り
、
全
国

か
ら
多
様
な
背
景
を
持
つ
若
者
が
集
ま
る
こ

と
も
、
生
徒
た
ち
の
視
野
を
大
き
く
広
げ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
好
循
環
を
生
ん
で
い
る
。

コ
ン
パ
ス
で
は
、
親
元
を
離
れ
た
生
徒
た

ち
が
寮
生
活
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が

で
き
る
よ
う
地
域
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
寮
で
き
な
か
っ

た
下
宿
生
に
対
し
て
は
地
域
の
方
々
が
一
般

社
団
法
人
を
立
ち
上
げ
、
夕
食
の
提
供
な
ど

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

こ
う
し
た
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
併
せ

て
２
０
１
５
年
度
か
ら
生
徒
の
全
国
募
集
を

開
始
。
か
つ
て
67
人
だ
っ
た
同
校
の
生
徒
数

は
、
２
０
１
７
年
度
は
88
人
、
翌
年
度
は

１
０
１
人
に
増
え
、
広
島
県
が
打
ち
出
し
て

い
た
統
廃
合
の
検
討
基
準
の
80
人
を
上
回
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
以
降
も
生
徒
数
は
90
人

前
後
で
推
移
し
、
基
準
を
超
え
る
生
徒
数
を

維
持
し
て
い
る
。

地
域
に
新
た
な
活
力
を
生
む

生
徒
た
ち
の
挑
戦

生
徒
が
主
体
と
な
り
魅
力
化
を
推
進
す
る

動
き
も
生
ま
れ
た
。
広
報
活
動
を
行
う
「
み

り
ょ
く
ゆ
う
び
ん
局
」
は
、
東
京
で
開
催
さ

れ
た
移
住
・
定
住
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
を
き
っ

か
け
に
、「
島
の
良
さ
、
母
校
の
魅
力
を
も
っ

と
う
ま
く
伝
え
た
い
」
と
感
じ
た
生
徒
た
ち

に
よ
っ
て
２
０
１
８
年
４
月
に
結
成
さ
れ
た
。

現
在
は
部
活
動
と
し
て
、
中
学
生
向
け
の
学
校

見
学
ツ
ア
ー
や
説
明
会
の
開
催
、
他
校
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発

信
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

生
徒
た
ち
の
活
動
や
成
長
を
支
え
る
の

が
、
島
の
大
人
た
ち
の
存
在
だ
。
先
生
だ
け

で
な
く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
寮
や
塾
の

ス
タ
ッ
フ
が
、
積
極
的
に
挑
戦
す
る
生
徒
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
た
い
生
徒
な
ど
、
個

人
を
尊
重
し
な
が
ら
伴
走
し
て
き
た
。
住
民

た
ち
の
中
に
も
積
極
的
に
支
援
し
て
く
れ
る

人
が
増
え
て
い
る
。

「
生
徒
た
ち
に
触
発
さ
れ
、
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
カ
レ
ー
店
を
開
業
す
る
人
が
出
て

く
る
な
ど
、
住
民
た
ち
の
間
に
も
新
た
な
挑

戦
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」
と
兼
田
先
生
は
語

る
。
他
に
も
、
卒
業
生
た
ち
が
島
外
か
ら
人

を
呼
び
込
む
「
島
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
を

企
画
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う

に
学
校
の
活
性
化
は
、
地
域
住
民
の
挑
戦
を

後
押
し
し
、
人
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
地
域
に

新
た
な
活
力
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

広
域
連
携
で
始
ま
る

新
た
な
試
み

同
校
は
統
廃
合
の
危
機
を
脱
し
た
か
の
よ

う
に
み
え
る
が
、
そ
の
歩
み
は
ま
だ
道
半
ば

だ
。

「
こ
れ
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
兼

田
先
生
は
力
を
込
め
る
。
近
年
は
少
子
化
が

加
速
し
、
全
国
募
集
を
行
う
高
校
も
増
え
て

き
た
。
選
ば
れ
続
け
る
に
は
、
取
り
組
み
を

進
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
今

後
は
島
内
の
小
中
学
校
と
の
連
携
を
強
め
、

大
崎
上
島
学
の
学
び
を
体
系
化
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
深
化
を
目
指
す
。

２
０
２
６
年
度
か
ら
は
、
独
自
の
探
究
学

習
に
取
り
組
む
北
海
道
大
空
高
等
学
校
（
大

空
町
立
）、
宮
崎
県
立
飯
野
高
等
学
校
と
の

広
域
連
携
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
異
な
る
風

土
や
地
域
課
題
を
持
つ
学
校
の
生
徒
・
教
員

が
互
い
の
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
よ

り
広
い
視
野
と
新
た
な
価
値
観
を
養
う
試
み

だ
。大

崎
海
星
高
校
は
、
高
校
魅
力
化
を
通
じ

て
人
と
地
域
を
結
び
付
け
る
拠
点
と
し
て
、

生
徒
を
育
て
地
域
を
動
か
し
な
が
ら
今
後
も

新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
く
。

写真提供／広島県立大崎海星高等学校

広島県立大崎海星高等学校
広島県豊田郡大崎上島町中野3989-1
☎0846-64-3535
https://www.osakikaisei-h.hiroshima
-c.ed.jp/
Instagram  ＠kaiseimiryoku

高校魅力化を担当する兼田侑也先生

4  5  １年次のプロジェクトで先
生のウエディングドレスを製
作した生徒たち。３年次の大
崎上島学では福祉施設で老夫
婦の結婚式を開催した

6  7  「みりょくゆうびん局」は部
活動の一環として、島の良さ
と学校の魅力を全国に発信す
る広報活動を行う

1  地域探究学習「大崎上島学」では生徒たちが島民と
会話して調べて考え、課題解決に挑む

2  公営塾「神峰学舎」では地域おこし協力隊が講師を
務め、ゲストを招くなどしてキャリア教育「夢☆ラ
ボ」も展開する

3  教育寮「コンパス」の前で体操をする生徒たち

1

2

3

4 5

6

7

『島の仕事図鑑』は2015年の第1号発行以来継続して制作している。
2022年には「キャリア教育推進連携表彰」（文部科学省・経済産業省主
催）で最優秀賞を受賞した

生徒がデザインした「ラッピングポスト」の
除幕式が谷川正芳町長と共に行われ、大崎上
島町広報誌（2025年3月号）の表紙に掲載さ
れた

高校魅力化による地域と人づくり特集
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地
域
資
源
を
学
び
に
変
え
て

地
域
と
進
め
る
高
校
の
魅
力
化

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
減
少
で
存
続
の
危
機
に
直
面
し
た
鳥
取
県
立
日
野
高
等
学
校
。
地
域
唯
一
の
高
校
を
守
ろ
う
と
、
学
校
や
地
域
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
日
野
郡
３
町（
日
南
町
・
日
野
町
・
江
府
町
）と
連
携
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
実
践
的
な
学

び
を
展
開
す
る
同
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

学
校
・
地
域
・
行
政
で
進
め
た

魅
力
向
上
へ
の
歩
み

鳥
取
県
南
西
部
に
位
置
し
、
岡
山
県
と

隣
接
す
る
人
口
約
２
５
０
０
人
の
山
あ
い
の

町
、
日
野
郡
日
野
町
。
そ
の
町
に
あ
る
鳥
取

県
立
日
野
高
等
学
校
は
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
に
県
立
根ね

雨う

高
等
学
校
と
県
立
日
野

産
業
高
等
学
校
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
、
創

立
25
年
を
迎
え
る
学
校
だ
。
新
設
時
、
入

学
者
数
は
１
６
０
人
を
超
え
て
い
た
が
、
少

子
高
齢
化
や
米
子
市
内
の
高
校
へ
の
進
学

志
向
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
徐
々
に
減
少
。

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
は
51
人
に
ま
で

落
ち
込
み
、
地
域
か
ら
存
続
を
危
ぶ
む
声
が

上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
校
は
日
野
郡
で
唯
一
の
高
校
で
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
存
在
意
義
は
大
き
い
。
通
学

の
し
や
す
さ
か
ら
地
元
で
通
う
生
徒
も
多

く
、
統
廃
合
さ
れ
れ
ば
、
生
徒
や
保
護
者
の

負
担
増
に
加
え
、
高
校
生
と
地
域
の
つ
な
が

り
が
薄
れ
、
地
域
へ
の
愛
着
や
活
力
の
低
下
、

人
口
流
出
の
加
速
も
懸
念
さ
れ
た
。

そ
こ
で
同
年
10
月
、
日
野
郡
３
町
と
学

校
・
地
域
が
連
携
し
、
日
野
高
校
の
存
続
と
、

そ
れ
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
「
日
野
高
校
の
在
り
方
を
考
え
る
協
議
会
」

を
設
立
し
た
。
同
協
議
会
は
地
域
と
連
携
し

た
学
習
の
充
実
や
進
路
構
想
を
打
ち
出
す
と

と
も
に
、
県
知
事
や
県
教
育
長
へ
の
要
望
書

提
出
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
。
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
の
解
散
後
は
、「
日
野
高
校
魅

力
化
支
援
連
絡
会
」
を
経
て
、２
０
１
８
（
平

成
30
）
年
に
は
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

構
築
を
担
う
「
日
野
高
校
魅
力
向
上
推
進
協

議
会
」
へ
と
そ
の
基
盤
が
引
き
継
が
れ
、
現

在
の
支
援
体
制
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

進
路
に
応
じ
た
学
び
と

地
域
で
育
む
実
践
力

日
野
高
校
の
特
色
の
一
つ
は
、「
み
ら
い

創
造
・
地
域
創
造
」
を
基
本
理
念
に
、
普
通

科
と
専
門
学
科
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
学
科

を
設
け
て
い
る
こ
と
だ
。
少
人
数
教
育
で
進

学
を
目
指
す
「
総
合
進
学
系
列
」、
草
花
・

野
菜
の
栽
培
や
食
品
製
造
な
ど
を
学
ぶ
「
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
系
列
」、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
や

Ｉ
Ｔ
、
観
光
産
業
な
ど
を
学
ぶ
「
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
系
列
」、
介
護
・
福
祉
を
学
ぶ
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
系
列
」
の
４
系
列
か
ら
な
る
。

１
年
次
は
共
通
科
目
で
基
礎
学
力
を
身
に

付
け
、
２
年
次
か
ら
各
系
列
に
分
か
れ
る
。

２
０
２
７
年
度
か
ら
は
募
集
定
員
が
１
ク
ラ

ス
規
模
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
４
系
列
の

学
び
を
中
心
と
し
た
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
教

育
」
に
よ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
幅
広
い

選
択
科
目
か
ら
時
間
割
を
組
む
こ
と
が
可
能

と
な
る
予
定
だ
。
農
福
連
携
に
関
心
の
あ
る

福
祉
を
学
ぶ
生
徒
が
農
業
の
実
習
科
目
を
選

択
し
た
り
、
農
業
を
学
ぶ
生
徒
が
６
次
産
業

化
を
見
据
え
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
選
択
し

た
り
と
、
進
路
や
関
心
に
応
じ
た
学
問
領
域

を
選
択
で
き
る
。

中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
地
域
学
習
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
ぶ
り
だ
。

「
日
野
郡
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
多
く
の
地

域
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
」

と
新
田
秀
登
教
頭
は
話
す
。
地
域
の
高
齢
者

と
サ
ツ
マ
イ
モ
や
玉
ね
ぎ
を
栽
培
す
る
交
流

学
習
の
「
鏡き
ょ
う

陵り
ょ
う

大
学
」、
地
元
の
義
務
教
育
学

校
で
あ
る
日
野
町
立
日
野
学
園
の
子
ど
も
た

ち
と
の
農
業
交
流
、
実
習
で
育
て
た
農
産
物

や
加
工
品
を
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
す

る「
日
野
高
シ
ョ
ッ
プ
」な
ど
、活
動
は
多
彩
だ
。

保
育
・
介
護
施
設
で
の
実
習
、
旅
館
や
ホ
テ

ル
で
の
職
業
体
験
、
日
野
町
の
中
央
を
流
れ

る
日
野
川
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
生
徒

鳥
取
県
立
日
野
高
等
学
校
《
鳥
取
県
日
野
町
》

文
／
倉
恒 

弘
美

ラフティングやカヌーのほか、乗馬やゴルフなどアウトドア授業
を行う科目「スポーツV」

は
地
域
で
経
験
を
重
ね
な
が
ら
人
間
力
を
磨

く
。

「
世
代
を
超
え
た
交
流
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
育
ま
れ
、
生
徒
た
ち
は
驚

く
ほ
ど
成
長
し
ま
す
」
と
新
田
教
頭
は
目
を

細
め
る
。

自
ら
課
題
を
見
つ
け
解
決
す
る
「
探
究
学

習
」も
特
徴
的
だ
。
２
年
次
の「
日
野
探
究
Ⅰ
」

で
は
地
域
で
の
聞
き
取
り
を
通
じ
て
課
題
を

見
つ
け
、
解
決
策
を
提
案
す
る
。
３
年
次
の

「
日
野
探
究
Ⅱ
」
で
は
そ
の
実
証
に
取
り
組
む
。

昨
年
度
は
特
産
品
開
発
と
し
て
、
地
域
の
水
の

美
し
さ
を
表
現
し
た
「
水
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
考

案
。
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
と
協
力
し
、
日
野

を
代
表
す
る
土
産
品
の
完
成
を
目
指
し
た
。

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在

こ
う
し
た
地
域
と
の
連
携
を
支
え
る
の

が
、
２
０
１
４
年
に
設
置
さ
れ
た
「
日
野
高

校
魅
力
向
上
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
だ
。
日

野
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
、
先
述

の
「
日
野
高
校
魅
力
向
上
推
進
協
議
会
」
の

実
務
者
組
織
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
に

所
属
し
、
郡
内
３
町
の
行
政
、
住
民
、
企
業

と
学
校
を
つ
な
ぎ
、
活
動
の
調
整
を
担
う
。

「
地
域
と
学
校
の
架
け
橋
と
な
り
、
教
員
だ

け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
を
引
き
受
け

て
く
れ
る
、
頼
れ
る
存
在
で
す
」
と
新
田
教

頭
は
話
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
経
歴
は
、

元
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
や
卒
業
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま

だ
。
地
域
の
自
然
、
文
化
、
施
設
、
人
材
を

生
か
し
、
社
会
人
講
師
の
発
掘
や
地
元
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、
学
校
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
環
境
や
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
自
然
豊
か
な
少
人
数
教

育
に
惹
か
れ
、
東
京
な
ど
都
市
部
か
ら
単
身

で
進
学
す
る
生
徒
も
珍
し
く
な
い
。
２
０
１
９

年
度
か
ら
参
画
し
た
「
地
域
み
ら
い
留
学
」

で
は
毎
年
５
人
程
度
が
入
学
し
、
寮
生
活
を

送
る
。
餅
つ
き
や
農
業
体
験
な
ど
、
新
し
い

環
境
に
な
じ
む
た
め
の
活
動
も
盛
ん
で
、
こ

こ
で
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
活
躍
す
る
。

特
色
あ
る
部
活
動
も
人
気
の
理
由
だ
。
全

国
大
会
常
連
の
射
撃
部
や
地
元
の
「
荒
神
神

楽
」
を
伝
え
る
郷
土
芸
能
部
な
ど
で
活
躍
す

る
県
外
生
も
多
い
。

「
学
校
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
関
わ

る
経
験
は
、
生
徒
の
未
来
を
切
り
拓
く
大
き

な
財
産
に
な
り
ま
す
。
卒
業
後
も
何
ら
か
の

形
で
日
野
郡
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
生
徒
は

多
く
い
ま
す
」
と
新
田
教
頭
は
話
す
。

か
つ
て
高
校
進
学
は
、
偏
差
値
な
ど
を
軸

に
地
元
の
学
校
か
ら
選
ぶ
の
が
一
般
的
だ
っ

た
。
し
か
し
近
年
は
、
地
域
み
ら
い
留
学
や

広
域
通
信
制
高
校
な
ど
進
路
の
選
択
肢
が
広

が
っ
て
い
る
。

「〝
人
口
最
小
県
〟
鳥
取
の
中
で
も
規
模
は
小

さ
い
で
す
が
、
生
徒
に
と
っ
て
一
番
大
き
な

成
長
が
で
き
る
高
校
に
し
た
い
」
と
新
田
教

頭
は
意
欲
を
み
せ
る
。
地
域
と
共
に
歩
む
学

校
づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

写真提供／鳥取県立日野高等学校

鳥取県立日野高等学校教頭の
新田秀登先生

鳥取県立日野高等学校
鳥取県日野郡日野町根雨310
☎0859-72-0365
https://www.torikyo.ed.jp/hino-h/
Instagram  ＠hino_highschool

1  「日野高ショップ」では、生徒がつくった
農産物や加工品などを実際に販売して接
客や商品管理などを実践する

2  地元福祉施設で行ったハンドマッサージ
3  日野学園の子どもたちとの農業交流
4  5  探究学習で試作を重ね、新たな日野

名物「水まんじゅう」の開発に挑戦する
生徒たち

6  鳥取県西部地区の高校生が参加する
「2025年度高校生フォーラムIN米子」で
この活動を発表し、中海テレビ賞を受賞

1

4

5

6

2

3

高校魅力化による地域と人づくり特集
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２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
の
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
で
各
国
首
脳
ら
に
贈
ら
れ
た
特
別
な

折
り
鶴
が
あ
る
。
平
和
記
念
公
園
（
広
島
市
中

区
）
に
あ
る
原
爆
の
子
の
像
の
モ
デ
ル
・
佐
々

木
禎
子
さ
ん
が
病
床
で
折
っ
た
紙
の
折
り
鶴
を

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
で
原
寸
大
に

再
現
し
た
「SA

DA
KO

」
だ
。
縦
０
・７
cm
×

横
２・３
cm
×
高
さ
１・３
cm
、
重
さ
は
た
っ
た

の
１
ｇ
と
い
う
小
さ
な
折
り
鶴
な
が
ら
、
折
り

目
や
し
わ
ま
で
精
密
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

製
造
し
た
の
は
、
精
密
部
品
製
造
の
株
式

会
社
キ
ャ
ス
テ
ム
だ
。
多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
の

複
雑
な
金
属
部
品
製
造
を
得
意
と
し
、
鉄
道
、

航
空
、
宇
宙
、
医
療
機
器
な
ど
幅
広
い
産
業
の

精
密
部
品
を
手
掛
け
る
。
蠟ろ
う

で
つ
く
っ
た
原
型

か
ら
鋳
型
を
取
り
、
金
属
を
流
し
込
む
「
ロ
ス

ト
ワ
ッ
ク
ス
法
」
と
、
金
属
粉
末
を
樹
脂
と
混

ぜ
て
射
出
成
形
す
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
（
金
属
粉
末
射

出
成
形
法
）」
を
軸
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

近
年
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
つ
く
っ
た
樹
脂

模
型
を
原
型
に
し
て
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
法
と
同

様
に
金
属
製
品
を
製
作
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
キ
ャ

ス
ト
®
」
も
開
発
。
さ
ら
に
立
体
メ
タ
ル
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
エ
ン
タ
メ
グ
ッ
ズ
や
宝
飾
分

野
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
従
業
員
15

人
だ
っ
た
鋳
物
工
場
を
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で

 prof i le

戸田 拓夫〈とだ・たくお〉

1956年広島県福山市生まれ。1980年早稲田大学理工学部応用化学科
中退後、父の経営するキングインベスト株式会社（現・株式会社キャス
テム）に入社。2007年キャステムグループ代表者・最高責任者に就任。
折り紙ヒコーキ協会会長の顔を持ち、2009年および2010年、「折り紙
ヒコーキ」の滞空時間のギネス記録を更新。関連書籍の執筆も多数。同
社は、本社（広島県福山市）、フィリピン、タイ、コロンビア、ベトナム
の各工場のほか、米国に試作、３Dスキャンのラボの拠点がある。従業
員数はグループ全体で約1,500人、売上高はグループ83億円、単体72
億円（2025年3月期）。

文／入江 太日利　　写真撮影／西江 浩二

１
５
０
０
人
を
抱
え
る
企
業
に
成
長
さ
せ
た

の
が
、
２
代
目
社
長
の
戸
田
拓
夫
氏
だ
。

ク
ー
デ
タ
ー
発
生
か
ら
の
船
出

同
社
は
、
拓
夫
氏
の
父
・
戸
田
昭
三
氏
が

製
菓
会
社
の
鋳
造
部
門
を
分
離
独
立
さ
せ
、

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
設
立
し
た
。
ロ
ス

ト
ワ
ッ
ク
ス
法
に
よ
る
精
密
鋳
造
を
手
掛
け
、

新
型
溶
解
炉
を
増
設
し
、
金
型
棟
を
新
設
す
る

な
ど
、
事
業
拡
大
に
力
を
注
い
で
い
る
最
中
、

あ
る
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
。

拓
夫
氏
が
入
社
し
て
２
年
目
の
１
９
８
１

（
昭
和
56
）
年
、
社
内
派
閥
を
形
成
し
て
い
た

幹
部
ら
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
金
型
や
機

械
を
持
ち
去
る
と
と
も
に
集
団
退
職
し
た
の

だ
。
こ
れ
に
よ
り
従
業
員
は
27
人
か
ら
15
人

に
ま
で
減
っ
た
。
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
中
、

拓
夫
氏
は
残
っ
た
社
員
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
に
努
め
、
26
歳
の
若
さ
で
経
営
の
舵
取
り

を
決
意
。
必
要
な
機
械
を
自
作
し
、
納
期
を
厳

守
し
な
が
ら
、
未
開
拓
業
種
へ
の
営
業
に
駆
け

回
る
多
事
多
難
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
。 

会
社
が
生
き
残
る
に
は
、
同
業
他
社
が
敬

遠
す
る
よ
う
な
難
し
い
案
件
を
請
け
る
し
か

な
い
。
ク
ー
デ
タ
ー
の
後
、
同
社
は
試
行
錯
誤

と
創
意
工
夫
を
重
ね
て
実
績
を
積
み
、
技
術

力
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
結

果
、
顧
客
の
幅
が
広
が
っ
て
受
注
も
増
加
し
、

１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
従
業
員
１
２
０
人

を
抱
え
る
規
模
に
ま
で
成
長
し
た
。
こ
の
時
、

戸
田
社
長
は
「
困
難
な
道
に
は
リ
ス
ク
を
伴

う
が
、
一
定
の
成
果
を
出
す
こ
と
で
存
在
感

を
圧
倒
的
に
高
め
、
勝
ち
筋
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
経
営
戦
略
の
方
向
性
を
定

め
た
。

独
自
の
技
術
で
米
国
特
許
を
取
得

ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
て
い

た
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
、
戸
田
社
長
は
米

国
発
祥
の
新
し
い
金
属
加
工
法
「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
」
の

情
報
を
つ
か
む
。
製
法
の
置
き
換
え
が
進
め

ば
仕
事
が
激
減
す
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
自

社
開
発
を
決
意
し
、
伝つ

手て

を
頼
り
Ｍ
Ｉ
Ｍ
に
詳

し
い
研
究
者
や
技
術
者
を
訪
ね
歩
い
た
。
守
秘

義
務
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
中
、「
ヒ
ン
ト
だ

け
で
も
」
と
泥
臭
く
食
い
下
が
っ
て
対
話
を
続

け
、
得
ら
れ
た
断
片
的
な
情
報
を
基
に
試
作
を

重
ね
た
。
再
び
訪
ね
て
は
ヒ
ン
ト
を
拾
う
や
り

と
り
を
繰
り
返
し
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年

　

に
自
社
独
自
の
Ｍ
Ｉ
Ｍ
技
術
を
完
成
さ
せ
、
翌

年
に
は
米
国
特
許
も
取
得
し
た
。

し
か
し
、
特
許
取
得
と
い
う
確
か
な
実
績

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
メ
ー
カ
ー

の
総
代
理
店
が
特
許
権
侵
害
の
疑
い
を
持
ち

出
し
顧
客
候
補
の
企
業
を
牽
制
し
た
た
め
、
大

手
企
業
に
営
業
に
行
っ
て
も
門
前
払
い
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ら
ば
、
と
戸
田
社
長
は

方
針
を
転
換
し
、
全
国
の
中
小
企
業
に
焦
点
を

定
め
た
営
業
を
始
め
た
。

中
小
企
業
は
少
量
生
産
の
た
め
、
１
台

２
０
０
万
円
も
す
る
金
型
に
は
手
が
出
な
い
。

そ
こ
で
、
戸
田
社
長
は
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
30
万
円
で
金
型
を
提
供
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
こ
の
低
価
格
・
高
品
質
の
戦
略
が

功
を
奏
し
、
取
引
先
は
年
間
１
０
０
社
単
位
で

増
え
、
事
業
は
成
長
軌
道
を
描
い
て
い
っ
た
。 

「
技
術
革
新
に
特
別
な
近
道
は
な
く
、
思
い
つ

く
限
り
の
や
り
方
を
繰
り
返
し
試
し
て
、
打
開

策
を
見
つ
け
る
努
力
を
続
け
る
だ
け
」
と
戸
田

社
長
は
語
る
。

社
員
の
夢
を
カ
タ
チ
に
し

新
規
事
業
に
投
資
す
る

製
造
業
の
生
産
管
理
で
は
、
工
場
の
生
産

現
場
の
作
業
効
率
や
安
全
性
の
確
保
を
見
直

す
「
カ
イ
ゼ
ン
活
動
」
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
。

同
社
で
も
カ
イ
ゼ
ン
活
動
に
日
々
努
め
て
い

た
が
、
度
が
過
ぎ
て
組
織
が
硬
直
化
し
、「
ゆ

と
り
を
な
く
し
、
社
員
が
明
る
く
働
け
る
雰
囲

気
で
は
な
い
」
と
戸
田
社
長
は
感
じ
始
め
て
い

た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
か

ら
社
員
が
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
っ
た
。

取
り
組
み
の
一
つ
が
、「
夢
構
想
発
表
会
」

だ
。
社
員
か
ら
「
自
分
が
社
長
だ
っ
た
ら
ど

ん
な
事
業
を
し
た
い
か
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

を
募
り
、
全
社
員
の
投
票
で
選
ば
れ
た
上
位

３
案
の
事
業
化
に
取
り
組
む
も
の
だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
誕
生
し
た
新
規
事
業
部
「
ア
イ
ア
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
は
、
自
社
の
技
術
力
を
生
か

し
、
企
画
か
ら
試
作
・
量
産
ま
で
を
一
貫
し
て

対
応
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
（
商
品
開
発
）
部
門
で

あ
る
。

「
こ
れ
ま
で
に
な
い
モ
ノ
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
本
物
の
バ
ナ
ナ
を
か
た
ど
っ
た
「
バ

ナ
ナ
ハ
ン
マ
ー
Ｄ
Ｘ
」、
人
気
漫
画
キ
ン
肉
マ

ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ロ
ビ
ン
マ
ス
ク
」
の
ス

テ
ン
レ
ス
製
仮
面
な
ど
、
斬
新
な
商
品
を
誕

地域に生きる

企業家群像 116

株式会社キャステム　代表取締役社長

戸田 拓夫
（広島県福山市）

　

リスクを背負いながら
困難に挑んで得た成果が
自社の存在感を圧倒的に高め
勝ち筋へと導く

1  Ｇ７広島サミットで各国首脳らに贈られた折り鶴「SADAKO」。原爆
の子の像のモデル・佐々木禎子さんが病床で折った紙の折り鶴を3D
スキャンし、ステンレスで原寸大に再現した

2  複雑な三次元形状も得意とし、鉄系・ステンレス系・銅・アルミなど、
さまざまな材質に対応したロストワックス法による精密鋳造

3  溶解炉と焼成炉を備えた「キャスティング」の現場。完成した鋳型に
金属を流し込むと、白色だった鋳型が赤く輝く

4  5  米国特許を取得したMIM技術で製作したマイクロツール。一つひ
とつの大きさが約25㎜の工具セットで実際に使用もできる

1

2

3

4 5

写真提供／ 2・4・5  株式会社キャステム
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商
都
・
柳
井
に
創
業
し
て
１
０
９
年

３
代
続
く
菓
子
の
製
造
販
売

山
口
県
南
東
部
・
柳
井
市
の
あ
さ
ひ
製

菓
株
式
会
社
は
「
月
で
ひ
ろ
っ
た
卵
」
を

は
じ
め
と
す
る
土
産
用
菓
子
の
製
造
販
売

で
知
ら
れ
る
。
創
業
は
１
９
１
７
（
大
正

６
）
年
。
３
代
目
と
な
る
現
在
の
社
長
・

坪
野
恒
幸
氏
の
祖
父
で
あ
る
坪
野
静
守
氏

が
兄
弟
と
共
に
柳
井
市
千
歳
で
「
チ
ト
セ

屋
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
時
は
最も

中な
か

の
皮
や
あ
め
玉
、
煎
餅
な
ど
を
製
造
す

る
と
と
も
に
、
県
内
の
菓
子
店
の
依
頼
を

受
け
た
商
品
製
造
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
静
守
氏
は
中
国
・

天
津
で
日
本
軍
向
け
の
菓
子
の
製
造
に
従

事
し
、
終
戦
後
、
柳
井
に
戻
っ
て
家
業
を

再
開
さ
せ
た
。
し
か
し
当
時
は
、
砂
糖
の

入
手
が
難
し
く
思
う
よ
う
に
製
造
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
代
わ
り
に
工
場
の
２
階

で
古
物
の
競
り
市
を
催
す
よ
う
に
な
っ
た
。

「
０
」
の
つ
く
日
に
市
を
開
く
の
で
０
→
〇

→
朝
日
と
連
想
し
、「
あ
さ
ひ
会
」
と
名
付

け
た
の
が
現
在
の
社
名
の
由
来
で
あ
る
。

や
が
て
菓
子
製
造
を
再
開
し
て
流
通
菓

子※

の
取
り
次
ぎ
も
始
め
、
１
９
５
１
（
昭

和
26
）
年
に
商
号
を
あ
さ
ひ
製
菓
株
式
会

社
と
定
め
た
。

朝
ド
ラ『
鳩
子
の
海
』に
ち
な
ん
だ

土
産
用
菓
子
が
大
ヒ
ッ
ト

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
静
守
氏
の

長
男
・
坪
野
功
氏
（
現
会
長
）
が
社
長
に

就
任
し
た
後
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ

た
。
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
柳
井
市

や
上か
み
の

関せ
き

町
を
舞
台
と
す
る
連
続
テ
レ
ビ
小

説
『
鳩
子
の
海
』
が
放
映
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
の
だ
。
翌
年
に
は
山
陽
新
幹
線

の
全
線
開
通
も
控
え
、「
山
口
県
の
お
土
産

菓
子
を
つ
く
ろ
う
」
と
考
え
た
功
氏
は
「
鳩

子
の
海
」
の
商
標
を
申
請
し
、
日
持
ち
す

る
土
産
用
菓
子
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

脱
酸
素
剤
な
ど
が
な
い
時
代
に
、
菌
を

付
着
さ
せ
ず
カ
ビ
の
生
え
な
い
菓
子
を
目

指
し
て
試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
ま
ん
じ
ゅ

う
生
地
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包
ん
で
か
ら

焼
く
製
法
に
た
ど
り
着
い
た
。

「
ホ
イ
ル
焼
き
製
法
は
日
本
初
で
し
た
か

ら
、
父
は
他
の
製
造
機
を
改
造
し
、
専
用

機
を
つ
く
っ
て
焼
き
始
め
た
の
で
す
」
と

生
さ
せ
た
。
他
に
も
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
の
生

産
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
」
の
展
開
や
、
１
０
０
０
万

円
を
超
え
る
高
級
機
械
式
腕
時
計
づ
く
り
な

ど
、
事
業
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

「
売
れ
る
商
品
は
１
割
程
度
。
失
敗
の
方
が
多

い
」
と
戸
田
社
長
は
語
る
が
、
自
身
が
企
画
に

口
を
出
す
こ
と
は
な
く
、
企
画
書
も
求
め
ず
、

失
敗
を
マ
イ
ナ
ス
評
価
す
る
こ
と
も
な
い
。

「
新
規
事
業
に
数
千
万
円
規
模
の
失
敗
や
不
良

在
庫
は
つ
き
も
の
。
損
ば
か
り
出
る
最
初
の

３
年
間
を
経
営
者
は
耐
え
抜
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
説
き
、
立
ち
上
げ
の
５
年
間
は

本
業
利
益
の
５
％
を
投
資
し
、
挑
戦
を
可
能

に
す
る
明
る
い
社
風
を
築
い
て
き
た
。
新
た

な
挑
戦
は
技
術
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
だ
け
で
な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
に
も

磨
き
を
か
け
、
現
在
で
は
年
間
約
４
０
０
件

も
の
自
社
商
品
を
発
売
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
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魅
力
向
上
で
新
卒
応
募
が
増
加

成
長
の
機
会
も
増
や
す

福
利
厚
生
も
充
実
さ
せ
て
お
り
、
託
児
所
を

完
備
し
た
ほ
か
、
使
わ
な
か
っ
た
有
休
は
99
日

ま
で
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
長
期
療
養
や

介
護
な
ど
へ
の
充
当
も
可
能
だ
。
さ
ら
に
、「
社

員
が
昼
食
を
楽
し
み
に
で
き
る
よ
う
に
」
と
の

思
い
か
ら
、
社
員
食
堂
を
刷
新
。
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
で
お
い
し
い
ラ
ン
チ
を
低
価
格
で
提
供
し
、

ス
テ
ー
キ
や
う
な
ぎ
が
登
場
す
る
月
１
回
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
も
大
好
評
だ
。
知
名
度
と

職
場
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
た
結
果
、
新
卒
採
用

市
場
の
競
争
が
激
し
く
な
る
中
で
も
新
卒
の
応

募
者
数
は
大
き
く
増
加
し
、
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
度
に
は
８
０
０
人
を
超
え
た
。

人
材
育
成
の
面
で
は
、
独
自
の
「
カ
チ
カ
チ

山
泥
船
方
式
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
法
が

あ
る
。
の
ん
び
り
し
た
気
質
の
社
員
に
、
あ
え

て
納
期
や
品
質
基
準
の
厳
し
い
案
件
を
任
せ

る
の
だ
。
失
敗
し
な
い
よ
う
先
回
り
す
る
の
で

は
な
く
、
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
社
員

が
底
力
を
発
揮
し
て
乗
り
越
え
る
過
程
を
見

守
る
。
そ
う
し
て
成
長
の
機
会
を
与
え
て
自
信

を
培
う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

誰
も
や
り
た
が
ら
な
い
仕
事
を
拾
い

確
実
に
仕
上
げ
て
い
く

中
国
の
金
型
メ
ー
カ
ー
が
低
価
格
と
ス

ピ
ー
ド
量
産
を
武
器
に
世
界
シ
ェ
ア
を
拡
大

す
る
昨
今
、
日
本
メ
ー
カ
ー
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に

お
い
て
も
、
同
社
で
は
今
も
月
60
～
70
件
の

新
規
案
件
に
取
り
組
み
、
製
品
の
品
質
を
左
右

す
る
「
マ
ザ
ー
ツ
ー
ル
」
と
も
呼
ば
れ
る
金
型

の
数
は
、累
計
で
３
万
５
０
０
０
個
を
超
え
る
。

さ
ら
に
、
数
多
く
の
顧
客
を
抱
え
る
こ
と
で
、

特
定
の
企
業
や
業
種
へ
の
依
存
を
避
け
て
お

り
、
各
顧
客
の
売
上
比
率
を
１
％
以
下
に
抑
え

て
強
固
な
経
営
基
盤
を
構
築
し
て
い
る
。

「
ロ
ッ
ト
が
小
さ
か
っ
た
り
、
不
良
率
が
高
か
っ

た
り
と
、他
社
が
や
り
た
が
ら
な
い
仕
事
を
拾
っ

て
磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
価
格
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
に
く
い
製
品
に
な
る
。
自
動
化
の
進

ん
だ
大
手
や
中
国
企
業
に
は
手
が
出
せ
な
い
案

件
を
、
丁
寧
に
手
仕
事
で
取
り
組
み
、
確
実
に

仕
上
げ
て
い
く
」
と
戸
田
社
長
は
強
調
す
る
。 

ま
た
、
苦
境
に
陥
る
鋳
物
業
者
の
救
済
に
も

目
を
向
け
て
い
る
。
自
社
の
優
秀
な
若
手
従
業

員
を
送
り
込
ん
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
産
業
や
技
術

の
空
洞
化
を
防
ぐ
共
生
モ
デ
ル
を
検
討
中
だ
。

さ
ら
に
、
医
療
分
野
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
金
属
に
比
べ
て
軽
量
で
、
耐
熱
性
や
耐

薬
品
性
に
優
れ
た
高
性
能
樹
脂
「
ピ
ー
ク
材
」

部
品
の
低
コ
ス
ト
開
発
に
も
挑
む
。

「
も
う
半
歩
先
」
を
目
指
す
キ
ャ
ス
テ
ム
の
飽

く
な
き
挑
戦
と
異
端
の
経
営
哲
学
は
、
未
来
に

向
け
、
さ
ら
な
る
進
化
を
続
け
て
い
る
。

w
riter

入
江 

太
日
利 

〈
い
り
え・た
か
と
し
〉

１
９
７
０
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
業
界

新
聞
、
経
済
誌
な
ど
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
。

取
材
記
事
を
幅
広
く
執
筆
す
る
と
と
も
に
、
写
真
撮

影
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

あ
さ
ひ
製
菓
株
式
会
社
《
山
口
県
柳
井
市
》

文
／
村
上 

郁
子　

 

写
真
撮
影
／
宮
本 

剛

二
大
看
板
商
品
に
次
ぐ
挑
戦
を
続
け

故
郷・山
口
の
味
を
お
菓
子
で
伝
え
る

ドラマの放映に合わせて発売された「鳩子の海」

89

6  近年は3Dプリンターを活用した新しい鋳造法「デジタルキャ
スト」に注力。工場にはさまざまな3Dプリンターが約30台
並んでいる

7  8  新規事業部「アイアンファクトリー」の企画で誕生した「ロビン
マスク」のステンレス製仮面とハンマーヘッドシャークハンマー

9  昼食が楽しみになるようにリニューアルされた社員食堂
10 11 戸田社長は1枚の紙を折るだけでつくる「折り紙ヒコーキ」

の室内滞空時間のギネス世界記録を2009年に更新。2010
年には29.2秒を記録し再度更新した。現在は折り紙ヒコー
キ協会の会長も務める

6

7 8

9

10 11

※ 流通菓子…製造会社から卸売業者を経て、スーパーなどの小売店で販売される菓子

2001年に３代目社長に就任した坪野恒幸氏

「チトセ屋」を開業した当時の写真

写真提供／ 7・8・10・11  株式会社キャステム
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坪
野
恒
幸
社
長
は
話
す
。

そ
う
し
て
完
成
し
た
「
鳩
子
の
海
」
は
、

た
ち
ま
ち
大
ヒ
ッ
ト
。
Ｊ
Ｒ
各
駅
の
売
店

を
中
心
に
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
仕
入
れ
担

当
者
が
連
日
、
工
場
前
で
焼
き
上
が
り
を

待
っ
て
い
た
と
い
う
。

誕
生
か
ら
半
世
紀
余
り
、
製
法
を
進
化

さ
せ
な
が
ら
も
、
し
っ
と
り
と
し
た
生
地

と
程
よ
い
甘
さ
の
ミ
ル
ク
餡あ
ん

を
守
り
継
ぐ

「
鳩
子
の
海
」
は
、
同
社
最
古
の
看
板
商
品

と
し
て
、
今
も
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

「
月
で
ひ
ろ
っ
た
卵
」が

機
内
用
茶
菓
子
に
採
用

「
鳩
子
の
海
」
の
ヒ
ッ
ト
を
機
に
自
社
製

品
の
製
造
・
販
売
に
専
念
し
た
同
社
は
、

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
初
の
直
営
店

「
鳩
子
庵
」
を
開
設
し
、
柳
井
市
新
庄
に

５
０
０
坪
の
新
工
場
を
建
設
し
た
。
大
量

受
注
が
可
能
と
な
り
、
１
９
８
１
（
昭
和

56
）
年
に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
の
機
内
用
茶
菓
子
に

あ
さ
ひ
製
菓
の
商
品
が
選
ば
れ
た
。
県
内

産
菓
子
で
は
初
の
快
挙
だ
っ
た
。

そ
の
後
も
毎
年
Ａ
Ｎ
Ａ
か
ら
新
製
品
の

提
案
が
求
め
ら
れ
、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）

年
に
採
用
さ
れ
た
の
が
「
月
で
ひ
ろ
っ
た

卵
」
だ
っ
た
。
こ
の
商
品
は
も
と
も
と
、

か
つ
て
製
造
し
て
い
た
山
口
銘
菓
・
外う
い

郎ろ
う

の
生
産
ラ
イ
ン
を
遊
ば
せ
ず
活
用
さ
せ
る

た
め
に
考
案
し
た
菓
子
だ
っ
た
。
ふ
わ
ふ

わ
の
ス
ポ
ン
ジ
の
食
感
と
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
の
組
み
合
わ
せ

は
当
時
、
他
に
類
を
み
な
い
菓
子
と
評
価

さ
れ
採
用
が
即
決
さ
れ
た
。
機
内
限
定
で

い
ま
や
１
５
０
種
２
万
株
を
誇
り
、
品

種
、
株
数
共
に
県
内
最
大
級
と
な
っ
て
い

る
。
毎
年
６
月
に
は
あ
じ
さ
い
祭
を
開
催

し
て
お
り
、
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
に
は

３
万
５
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。
取
材
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た
が
、
あ
じ
さ
い
園

に
は
、
一
人
傘
を
さ
し
、
花
の
様
子
を
確
認

す
る
94
歳
の
功
会
長
の
姿
が
あ
っ
た
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
挑
戦
を
続
け
る

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
、
恒
幸
社
長

は
洋
菓
子
専
門
店
の
シ
ュ
シ
ュ
柳
井
店
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
カ
フ
ェ
と
ガ
ー
デ
ン
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
備
え
、
雑
貨
販
売
も
行

う
シ
ュ
シ
ュ
は
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
を
過

ご
せ
る
優
雅
な
雰
囲
気
の
店
だ
。

「
お
客
さ
ま
か
ら
は
『
山
口
県
に
こ
ん
な
店

が
あ
る
な
ん
て
』
と
喜
ば
れ
、
山
口
、
宇

部
に
も
出
店
し
て
シ
ュ
シ
ュ
は
全
３
店
舗

に
な
り
ま
し
た
」

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
誕
生
し
た

焼
き
た
て
ベ
ー
カ
リ
ー
「
シ
ュ
ク
ル
ヴ
ァ

ン
」
は
、
現
在
７
店
舗
に
ま
で
増
加
。
牛

肉
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
自
家
製
カ
レ
ー
を

詰
め
た
カ
レ
ー
パ
ン
が
評
判
だ
。

ネ
ッ
ト
販
売
に
も
い
ち
早
く
参
入
し
、

自
社
販
売
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
大
手
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
で
も
商
品
を
展
開
し
て
き
た
。
発
売

開
始
か
ら
25
年
で
累
計
60
万
個
以
上
を
売

り
上
げ
た
「
魅
惑
の
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
」
の

口
コ
ミ
数
は
９
０
０
０
件
を
超
え
て
お
り
、

振
る
舞
わ
れ
る
茶
菓
子
に
採
用
さ
れ
る
と

問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、
一
般
販
売
開
始

後
は
大
反
響
を
呼
ん
だ
。「
月
で
ひ
ろ
っ
た

卵
」
の
唯
一
無
二
の
味
も
、
独
自
の
製
法

か
ら
生
ま
れ
て
い
た
。

「
蒸
し
た
生
地
を
ボ
ー
ル
状
に
し
て
中
に
ク

リ
ー
ム
を
入
れ
、
生
地
で
ふ
た
を
し
て
再

び
蒸
す
の
で
、
ふ
わ
っ
と
し
た
口
当
た
り

と
、
ク
リ
ー
ム
が
み
っ
ち
り
詰
ま
っ
た
仕

上
が
り
に
な
る
の
で
す
」

恒
幸
社
長
の
言
葉
か
ら
は
、
い
ず
れ
も

新
製
法
に
よ
っ
て
二
度
も
大
ヒ
ッ
ト
商
品

を
生
み
出
し
て
き
た
誇
り
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
名
は
、
客
室
乗
務

員
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
決
め
た
と
い
う
。

今
や
山
口
県
の
定
番
土
産
と
も
言
わ
れ
る

「
月
で
ひ
ろ
っ
た
卵
」
は
、
同
社
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
と
開
発
力
、
柔
軟
な
発
想
が
生

み
出
し
た
看
板
商
品
で
あ
る
。

給
水
場
開
放
や
あ
じ
さ
い
祭
で

地
域
に
開
い
た
会
社
に

「
月
で
ひ
ろ
っ
た
卵
」
を
発
売
し
た

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
は
、
新
店
舗

ブ
ラ
ン
ド
「
果か

子し

乃の

季き

」
１
号
店
を
工
場

近
く
に
出
店
。「
菓
子
の
起
源
・
果
物
と
季

節
感
へ
の
尊
重
を
込
め
て
命
名
し
、
製
品

に
は
果
物
か
木
の
実
を
入
れ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。『
月
で
ひ
ろ
っ
た
卵
』
の
ク
リ
ー

ム
に
も
国
産
栗
の
粒
が
入
っ
て
い
ま
す
」
と

恒
幸
社
長
は
語
る
。
以
後
、
県
内
各
地
に

「
果
子
乃
季
」
の
出
店
を
進
め
、
現
在
で
は

34
店
舗
を
数
え
る
。

１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に
は
、
手
狭

に
な
っ
た
工
場
を
柳
井
市
馬ば

皿さ
ら

へ
移
転
、

２
０
０
０
坪
の
新
工
場
を
建
設
し
、
本
社

工
場
と
し
た
。

１
万
坪
の
敷
地
に
は
、
名
水
の
条
件
を

満
た
す
地
下
水
が
豊
か
に
湧
き
上
が
っ
て

い
る
。「
琴き
ん

名め
い

水す
い

」
と
名
付
け
て
「
月
で
ひ

ろ
っ
た
卵
」
の
蒸
し
器
に
入
れ
る
水
と
し

て
使
う
と
と
も
に
、
給
水
場
を
設
け
、
誰

に
で
も
無
料
で
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
敷
地
内
の
裏
山
に
あ
る
あ
じ
さ

い
園
は
、
約
25
年
前
か
ら
功
会
長
が
少
し

ず
つ
あ
じ
さ
い
を
植
樹
し
始
め
た
も
の
で

人
気
商
品
と
な
っ
て
い
る
。「
食
べ
て
み
て
、

気
に
入
ら
な
け
れ
ば
返
品
・
返
金
Ｏ
Ｋ
と
い

う
制
度
も
味
へ
の
信
頼
感
を
高
め
て
い
る
よ

う
で
す
」
と
恒
幸
社
長
は
話
す
。

ま
た
、
フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の
配
慮
か
ら
、

形
崩
れ
な
ど
規
格
外
の
製
品
を
半
額
で
販

売
す
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
店
「
ハ
ー
フ
ス
イ
ー

ツ
」
や
、
農
園
併
設
の
果
子
乃
季
宇
部

フ
ァ
ー
ム
店
を
開
店
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
ス
イ
ー
ツ
専
門
店
「
n
o
n
」
を
ネ
ッ
ト

上
で
運
営
す
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

読
み
、
新
た
な
タ
イ
プ
の
店
舗
を
続
々
と

オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。

地
元
住
民
に
愛
さ
れ
る

故
郷
の
味
を
目
指
す

現
在
の
店
舗
数
は
48
軒
で
、
ネ
ッ
ト
上

を
除
き
、
全
て
山
口
県
内
で
展
開
す
る
。

県
内
出
店
に
こ
だ
わ
る
の
は
「
ま
ず
地
元

の
方
々
に
愛
さ
れ
る
菓
子
を
つ
く
り
、
故

郷
の
味
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い
」
と
い

う
信
念
か
ら
だ
。
故
郷
の
味
と
し
て
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
、「
月
で

ひ
ろ
っ
た
卵
」
の
記
念
日
と
し
て
定
め
た

７
月
14
日
に
は
柳
井
市
の
全
小
学
生
を
対

象
に
、
ま
た
、
成
人
の
日
に
は
県
内
全
て

の
式
典
参
加
者
を
対
象
に
、
同
商
品
を
無

料
配
布
し
て
い
る
。

雇
用
面
で
は
、
従
業
員
の
８
割
を
占
め

る
女
性
が
働
き
や
す
い
よ
う
、
時
短
勤
務

者
で
も
正
社
員
と
同
等
の
役
職
に
就
け
る

制
度
を
設
け
る
ほ
か
、
社
内
に
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
な
ど
、
制
度
や
環
境

の
整
備
に
努
め
て
き
た
。

「
鳩
子
の
海
」
や
「
月
で
ひ
ろ
っ
た
卵
」
な

ど
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
を
抱
え
な
が
ら

も
、
商
品
開
発
に
力
を
入
れ
続
け
、
今
や

商
品
数
は
４
０
０
種
を
超
え
る
。

「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
好
き
な
当
社
は
常
に
開

発
と
品
質
管
理
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

何
よ
り
、
お
菓
子
は
文
化
で
あ
り
心
の
栄

養
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
で

愛
さ
れ
る
、
山
口
を
代
表
す
る
お
い
し
い

お
菓
子
を
つ
く
り
続
け
て
い
き
ま
す
」
と

恒
幸
社
長
。
来
年
２
０
２
７
年
の
創
業

１
１
０
年
を
前
に
、
揺
る
ぎ
な
い
決
意
を

示
し
て
く
れ
た
。

w
riter

村
上 

郁
子 

〈
む
ら
か
み・い
く
こ
〉

山
口
県
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
大
学
卒
業
後
、

大
学
研
究
室
勤
務
を
経
て
、
各
種
雑
誌
や
自
治
体
・

企
業
の
広
報
・
情
報
誌
、
記
念
出
版
物
な
ど
の
取
材
・

執
筆
・
編
集
に
携
わ
る
。

あさひ製菓株式会社
山口県柳井市柳井5275
☎0820-22-0757
https://www.kasinoki.co.jp/

4

6
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7

1  ＡＮＡの機内用茶菓子に採用されてヒットした「月でひろった卵」
2  「月でひろった卵」の製造風景。蒸した生地をボール状にして中

にクリームを入れ、生地でふたをして再び蒸している　　　　
写真提供／あさひ製菓株式会社

3  柳井市の名物金魚ちょうちんが吊り下げられた「果子乃季」
総本店

4  150 種２万株と県内最
大規模となったあじさ
い園

5  地下水「琴名水」の給水
場を設け、地域に開放

6  ネットで人気の商品「魅
惑のザッハトルテ」は、
アレルギー対応の卵な
し商品も発売した

7  社内に設けられたキッ
ズスペース

1

2

3

写真提供／
6・7  あさひ製菓株式会社
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都
会
に
憧
れ
た
野
球
少
年
が

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
地
元
を
Ｐ
Ｒ

「
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
野
球
を
続
け
、
ず
っ

と
野
球
一
筋
で
し
た
」
と
、
人
懐
っ
こ
い
笑

顔
で
語
る
大
久
保
一
則
さ
ん
。
き
り
り
と
し

た
眉
に
爽
や
か
な
目
元
は
、
野
球
少
年
が
そ

の
ま
ま
大
人
に
な
っ
た
よ
う
な
快
活
な
印
象

を
与
え
る
。

大
久
保
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
島
根
県

中
央
部
の
川
本
町
は
、
人
口
約
２
９
０
０
人

（
２
０
２
６
年
５
月
現
在
）の
山
あ
い
の
町
で
、

合
鴨
の
養
殖
や
荏え

胡ご

麻ま

の
栽
培
が
盛
ん
な
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
高
齢
化
率
は
45
％
に
達
し
、

大
久
保
さ
ん
が
生
ま
れ
た
１
９
８
０
年
代
半

ば
に
約
６
３
０
０
人
だ
っ
た
人
口
は
、
40
年

で
半
分
以
下
に
な
っ
た
。

「
僕
が
育
っ
た
家
庭
は
９
人
家
族
で
、
と
て

も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
地
元
で
大
学
ま
で
進

学
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
都
会
へ
の
憧
れ
が

強
く
、
ス
ー
ツ
を
着
て
駅
を
颯さ

っ

爽そ
う
と
歩
く
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
」卒

業
後
、
大
阪
に
本
社
を
置
く
大
手
建
設

会
社
に
就
職
し
た
大
久
保
さ
ん
は
、
大
阪
、

東
京
、
千
葉
、
埼
玉
で
都
会
生
活
を
送
り
、

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
頃
、
故
郷
で
は
祖
父
母
ら
が
他

界
し
て
妹
た
ち
も
独
立
、
気
が
つ
け
ば
両
親

だ
け
が
実
家
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
代
々
続
く
家
が
自
分
の
代
で
途
絶
え
る

こ
と
に
対
し
申
し
訳
な
い
思
い
も
あ
り
、
帰

省
す
る
た
び
に
、
他
界
し
た
祖
父
や
祖
母
の

「
戻
っ
て
来
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
た
。

背
中
を
押
し
た
の
は
、
地
元
の
役
場
で
働

く
高
校
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
だ
っ
た
。
就
職
後
も

定
期
的
に
電
話
で
「
帰
っ
て
来
な
い
か
」
と

声
を
か
け
続
け
て
く
れ
て
い
た
と
い
う
。
５

年
で
会
社
を
退
職
し
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
に
川
本
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
大
久
保

さ
ん
は
、
そ
の
先
輩
の
勧
め
で
川
本
町
観
光

協
会
に
入
る
こ
と
を
決
め
た
。

「
ち
ょ
う
ど
Ｊ
Ｒ
三さ

ん

江こ
う

線
が
廃
線
を
間
近
に

控
え
、
大
勢
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
い
た

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
ん
で
す
。
廃
線
後
も
、

線
路
を
活
用
し
た
レ
ー
ル
バ
イ
ク
の
導
入
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
」

ま
た
、
川
本
町
に
は
湯ゆ

谷だ
に
温
泉
と
い
う
秘

湯
が
あ
る
。
観
光
協
会
で
は
２
０
１
９
（
令

和
元
）
年
か
ら
２
年
間
、
管
理
・
運
営
を
請

け
負
う
こ
と
と
な
り
、
大
久
保
さ
ん
は
企

画
・
営
業
を
担
当
し
た
。
ま
ず
は
町
民
に
来

て
も
ら
お
う
と
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
企
画

し
、
多
い
月
に
は
20
日
開
催
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
大
久
保
さ
ん
が
抱
い
て
い
た
「
帰

郷
し
た
ら
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
仕
事
が
し

た
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
思
い
は
少
し
ず

つ
形
に
な
っ
て
い
っ
た
。

故
郷
か
ら
託
さ
れ
た
使
命

女
子
野
球
の
球
団
設
立
へ

２
０
１
９
年
、
川
本
町
に
あ
る
県
立
島
根

中
央
高
等
学
校
（
２
０
０
７
年
度
に
旧
県
立

川
本
高
等
学
校
が
旧
県
立
邑お

お

智ち

高
等
学
校
と

統
合
し
て
開
校
）
に
山
陰
初
と
な
る
女
子
硬

式
野
球
部
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

生
徒
数
の
減
少
、
と
り
わ
け
女
子
生
徒
の
少
な

さ
を
解
消
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
同
校
は
「
地

域
み
ら
い
留
学
」
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
山

陰
だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
部
員
が
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
が
、
卒
業
後
の
受
け
皿
が

な
く
て
は
、
せ
っ
か
く
野
球
を
目
的
に
集
ま
っ

た
女
子
生
徒
も
町
を
離
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

町
は
、
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す

「
女
子
野
球
で
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

発
足
さ
せ
、
総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
制
度
を
活
用
し
た
社
会
人
女
子
野
球
チ
ー

ム
の
設
立
を
決
定
し
た
。
２
０
２
４（
令
和
６
）

年
、
そ
の
球
団
代
表
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
大
久
保
さ
ん
だ
っ
た
。

「
生
ま
れ
育
っ
た
町
の
活
性
化
に
野
球
で
挑

戦
で
き
る
な
ん
て
、
こ
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い

こ
と
は
な
い
」
と
、
大
久
保
さ
ん
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
着
手
し
た
の
は
監
督
探
し
だ
。
候
補

に
挙
が
っ
た
の
は
、
島
根
県
大
田
市
出
身
の

森
山
一か

ず

人と

氏
だ
っ
た
。
県
立
邇に

摩ま

高
等
学
校

か
ら
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
に
ド
ラ
フ
ト

６
位
指
名
で
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
に
入
団
、

そ
の
後
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
で
も
活
躍

し
た
元
プ
ロ
野
球
選
手
だ
。
引
退
後
は
独
立

リ
ー
グ
の
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
で
創
設

期
か
ら
11
年
に
わ
た
り
指
導
者
を
務
め
た
ほ

か
、
大
学
野
球
部
で
の
指
導
や
野
球
ス
ク
ー

ル
運
営
な
ど
、
豊
富
な
指
導
経
験
を
持
つ
。

「
こ
の
人
し
か
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
大

久
保
さ
ん
は
振
り
返
る
。
オ
フ
ァ
ー
を
受
け

た
森
山
氏
は
す
ぐ
に
快
諾
、
居
住
地
の
広
島

県
福
山
市
か
ら
川
本
町
ま
で
通
い
、
木
曜
か

ら
日
曜
ま
で
滞
在
し
て
指
導
に
当
た
る
こ
と

に
な
っ
た
。

女
子
野
球
チ
ー
ム
で
挑
む

ま
ち
お
こ
し
と
日
本
一

野
球
一
筋
で
育
っ
た
島
根
県
川
本
町
出
身
の
大
久
保
一
則
さ
ん
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、

社
会
人
女
子
野
球
チ
ー
ム
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
頭
に
立
ち
、

現
在
は
球
団
代
表
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
。

そ
の
情
熱
が
ま
ち
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。

島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ　

球
団
代
表  

大
久
保 

一
則  

《
島
根
県
川
本
町
》

文／山根 み佳
写真撮影／佐野 明美

ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と

112 prof i le

大久保 一則
〈おおくぼ・かずのり〉

島根県川本町出身。1986年生まれ。
地元の高校を卒業後、島根県立大学に
進学し総合政策学部で学ぶ。大阪市に
本社のある大手建設会社に入社し、全
国転勤を経て2016年にUターン。川
本町観光協会に入り、町のPRをはじ
めJR 三江線廃線後の活用や温泉の指
定管理などに携わる。2024年に一般
社団法人かわもと暮らしが運営する島
根フィルティーズの球団代表に就任。

1  高校時代の大久保さん
2  観光協会で大久保さんが担当した廃線アクティビティ「レールバイク」（工事のため現在はお休み中）
3  設立時の島根フィルティーズ。最後列左側が森山一人監督

1

2 3

写真提供／島根フィルティーズ運営事務局
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「
地
元
で
あ
る
島
根
の
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と

で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
女
子
野

球
に
も
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
形
で

も
携
わ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
森
山
監

督
は
話
す
。
勝
て
る
チ
ー
ム
づ
く
り
と
同
時

に
、
地
域
貢
献
活
動
が
で
き
る
選
手
を
集
め

る
べ
く
、
鹿
児
島
県
、
熊
本
県
、
愛
媛
県
な

ど
各
地
の
高
校
を
中
心
に
駆
け
巡
っ
た
。

同
時
に
、
大
久
保
さ
ん
は
ス
ポ
ン
サ
ー
集

め
に
も
力
を
注
い
だ
。
ま
だ
見
ぬ
女
子
野
球

チ
ー
ム
へ
の
理
解
と
応
援
を
お
願
い
す
る
た

め
、
設
立
の
思
い
を
手
紙
に
綴つ

づ

り
、
町
内
企

業
に
呼
び
か
け
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
28

社
の
ス
ポ
ン
サ
ー
が
集
ま
っ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
務
め
る

「
島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
」が
始
動

チ
ー
ム
名
は
公
募
で
「
島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー

ズ※

」
と
決
定
。
さ
ら
に
チ
ー
ム
始
動
の
半
年

前
、
川
本
町
は
一
般
社
団
法
人
全
日
本
女
子

野
球
連
盟
か
ら
女
子
野
球
の
普
及
と
地
域
活

性
化
を
目
指
す
「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」
認
定

を
受
け
た
。
こ
う
し
て
２
０
２
５（
令
和
７
）

年
４
月
、
川
本
町
に
女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
誕
生
し
、
女
子
野
球
と
地
域
活
性

化
の
両
輪
が
回
り
始
め
た
。

チ
ー
ム
の
運
営
母
体
は
、「
一
般
社
団
法
人

か
わ
も
と
暮
ら
し
」
で
あ
る
。
観
光
協
会
と

統
合
し
、
移
住
・
定
住
支
援
を
は
じ
め
、
地

域
資
源
の
活
用
や
地
域
住
民
・
行
政
・
企
業

と
の
連
携
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
で
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
フ
ィ
ル

テ
ィ
ー
ズ
１
期
生
は
13
人
で
、
う
ち
１
人
は

県
内
の
看
護
学
校
に
通
う
。
半
日
は
練
習
に

励
み
、
残
る
半
日
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

業
務
に
就
い
て
、
町
や
チ
ー
ム
の
情
報
発
信
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
P
R
、
特
産
品
や
グ
ッ
ズ

の
商
品
開
発
、
地
域
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
イ
ベ
ン
ト
業
務
な
ど
に
当
た
っ
て
い
る
。

「
昨
年
は
、
田
植
え
や
一
日
警
察
署
長
、
保

育
所
な
ど
で
の
就
労
型
研
修
で
社
会
経
験
を

積
み
ま
し
た
。
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
チ
ー

ム
の
認
知
度
も
高
ま
り
、
次
第
に
地
元
の
人

た
ち
が
試
合
に
足
を
運
ん
で
応
援
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
大
久
保
さ
ん
。

１
部
昇
格
を
目
指
し
つ
つ

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
へ

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
春
に
２
期
生
と

な
る
５
人
を
迎
え
、
現
在
18
歳
か
ら
28
歳

の
メ
ン
バ
ー
18
人
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
汗
を

流
し
て
い
る
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
町
外
含
め
43

社
に
増
え
た
。
３
０
０
０
人
に
満
た
な
い
町

に
、
高
校
の
女
子
野
球
部
約
40
人
と
フ
ィ
ル

テ
ィ
ー
ズ
を
合
わ
せ
、
現
在
約
60
人
の
野
球

女
子
が
住
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
１
年
が
経
ち
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ン
サ
ー
や
地
域
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
野

球
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
メ
ン
バ
ー
全
員
が

真
に
理
解
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
継
続
し
て
い

く
大
切
な
鍵
で
す
」
と
、
気
を
引
き
締
め
る
。

野
球
の
技
術
だ
け
で
な
く
「
人
」
を
育
て
る

こ
と
も
目
指
す
。

森
山
監
督
は
、「
１
、２
期
生
を
ベ
ー
ス
に

10
年
、
20
年
と
続
い
て
い
く
チ
ー
ム
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。
町
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
る
環
境
を
フ
ル
に
生
か
し
な
が
ら
野

球
と
向
き
合
い
、
満
足
し
て
卒
業
し
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
、
い
つ
か
巣
立
つ
メ
ン
バ
ー
の

将
来
を
見
据
え
る
。

中
四
国
女
子
硬
式
野
球
連
盟
の
ル
ビ
ー
・

リ
ー
グ
３
部
か
ら
参
戦
し
た
島
根
フ
ィ
ル

テ
ィ
ー
ズ
は
順
調
に
２
部
に
昇
格
、
今
季
は

１
部
昇
格
を
目
指
し
て
戦
っ
て
い
る
。
い
つ

か
日
本
一
と
な
っ
た
チ
ー
ム
が
町
を
元
気
に

す
る
こ
と
を
夢
み
な
が
ら
、
そ
し
て
彼
女
た

ち
が
島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
に
入
っ
て
良

か
っ
た
と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
、
大
久
保
代

表
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

w
riter

山
根 

み
佳 

〈
や
ま
ね・み
か
〉

１
９
６
３
年
島
根
県
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
淑
徳
短
期
大
学

社
会
福
祉
学
科
卒
業
。
山
陰
の
情
報
誌
や
地
元
島
根
の
公
益
財
団
法

人
Ｈ
Ｐ
の
コ
ラ
ム
な
ど
で
執
筆
し
て
い
る
。
編
著
に
、
松
江
を
代
表

す
る
職
人
た
ち
を
取
材
し
た『
松
江
の
六
人
衆
』（
今
井
出
版
）が
あ
る
。

《
鳥
取
県
北
栄
町
》

長
芋
の
く
ず
豆
腐
揚
げ

　

日
本
海
に
面
し
、
ス
イ
カ
や
長
芋
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
鳥
取
県
北
栄
町
。
江
戸
時
代
に

陸
路
と
海
路
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
こ
の
地
で
、

梅う
め
津つ

酒
造
は
１
８
６
５
（
慶
応
元
）
年
に
創
業

し
た
。
以
来
、
秀
峰
・
大
山
の
伏
流
水
を
仕
込

み
水
と
し
、
６
代
に
わ
た
り
酒
造
り
を
行
う
。

　

蔵
元
の
梅
津
家
に
は
、
先
進
性
と
挑
戦
を

恐
れ
な
い
気
風
が
息
づ
く
。
明
治
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
蔵
の
礎
を
築
い
た
２
代
目
は
、

息
子
で
あ
る
３
代
目
を
10
代
の
頃
に
ア
メ
リ

カ
へ
留
学
さ
せ
た
。
現
地
で
は
テ
ニ
ス
で
も

活
躍
し
、
邦
人
大
会
で
優
勝
す
る
腕
前
を
誇
っ

た
。
こ
の
時
、
現
地
の
テ
ニ
ス
大
会
で
耳
に

し
た
応
援
の
掛
け
声
「H

フ
レ
ー
！

urrah!

」
が
強
く

印
象
に
残
り
、
後
に
代
表
銘
柄
と
な
る
酒
を

「
冨
玲
」
と
名
付
け
た
。「
頑
張
れ
」「
万
歳
」

を
意
味
す
る
、
縁
起
の
良
い
酒
名
だ
。

　

４
代
目
は
鳥
取
大
学
工
学
部
で
発
酵
工
学

の
教
授
を
務
め
な
が
ら
蔵
を
支
え
た
。
長
芋

農
家
の
相
談
を
き
っ
か
け
に
蒸
留
器
を
導
入

し
て
開
発
し
た
「
砂
丘
長
い
も
焼
酎
」
は
、

今
や
鳥
取
県
を
代
表
す
る
土
産
品
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　

地
域
の
恵
み
を
酒
に
生
か
す
姿
勢
は
、
そ

の
後
も
受
け
継
が
れ
た
。
５
代
目
は
湯
梨
浜

町
特
産
の
野の

花き
ょ
う

梅
を
使
っ
た
日
本
酒
仕
込
み

の
梅
酒
「
野
花
」
を
開
発
し
、
ま
た
、
地
元

住
民
と
共
に
米
づ
く
り
か
ら
仕
込
み
ま
で
行

う
「
ジ
ゲ
酒
の
会
」
を
結
成
し
た
。
特
別
純

米
酒「
う
ま
い
が
な
」を
生
ん
だ
そ
の
活
動
は
、

30
年
以
上
続
く
。
ま
た
、
６
代
目
の
現
蔵
元・

梅
津
史
雅
さ
ん
も
、
北
栄
町
産
の
柚
子
を
自

社
製
焼
酎
に
漬
け
込
ん
だ
「
柚
子
革
命
」
を

送
り
出
す
な
ど
新
た
な
挑
戦
を
重
ね
て
い
る
。

　

梅
津
酒
造
は
、
鳥
取
県
初
の
蔵
元
杜
氏
で

あ
っ
た
先
代
の
雅ま
さ

典す
け

さ
ん
が
全
量
純
米
化
を

実
現
し
た
。
さ
ら
に
10
年
前
に
は
酒
米
を
全

て
県
内
契
約
農
家
産
に
切
り
替
え
、
伝
統
技

法
「
生
酛
」
を
採
用
。
蔵
に
棲す

む
微
生
物
の

力
で
梅
津
な
ら
で
は
の
味
を
醸
し
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
「
生
酛
仕
込 

冨
玲
」
は
、

力
強
い
う
ま
味
と
酸
が
立
つ
骨
太
な
純
米
酒

だ
。
琥
珀
色
は
熟
成
の
証
し
で
あ
り
、
燗
に

す
れ
ば
香
り
と
う
ま
味
が
い
っ
そ
う
膨
ら
む
。

地
元
産
の
長
芋
を
練
り
込
み
、
出
汁
ベ
ー
ス

の
餡あ
ん

が
絡
む
揚
げ
出
し
豆
腐
と
の
相
性
は
格

別
だ
。
強
い
個
性
を
持
ち
な
が
ら
、
酒
と
料

理
が
互
い
の
持
ち
味
を
引
き
立
て
合
う
。

「
梅
津
の
酒
は
〝
料
理
に
合
う
酒
〟。
探
究
の
末

た
ど
り
着
い
た
の
が
、
米
・
麴
・
水
だ
け
で
醸

す
伝
統
的
な
酒
造
り
で
し
た
」
と
自
身
も
蔵
元

杜
氏
で
あ
る
史
雅
さ
ん
は
語
る
。
蔵
を
継
い
だ

直
後
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
酒
の
消
費
が
落
ち
込
む

中
、梅
津
の
酒
を
愛
す
る
人
々
に
支
え
ら
れ
た
。

そ
の
感
謝
を
胸
に
、
食
卓
に
寄
り
添
い
、
誰
か

の
「
人
生
の
一
本
」
と
な
る
酒
造
り
を
目
指
す
。

文／倉恒 弘美　　写真撮影／齋藤 愛
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冨
玲

フ

レ   

ー

梅津酒造有限会社
鳥取県東伯郡北栄町大谷1350
☎0858-37-2008
https://umetsu-sake.jp/

料理協力：味処 進
鳥取県倉吉市上井町2-7-1

島根フィルティーズ運営事務局
島根県邑智郡川本町川下1490-1
https://www.philtilys.com/

4  5  選手たちは川本町の地域おこし協力隊として就労型
研修や地域行事の企画や補助も行う

6  大阪で開催された近畿島根県人会でのPR活動

7  川本町民球場でフィル
ティーズを応援する住
民たち

8  9  2026年シーズン、
2部に昇格したルビー
リーグは4月に開幕し、
5月には愛媛県松山市
で開催された子規記念
杯で優勝を果たした

7

4

8

5

9

6

写真提供／島根フィルティーズ運営事務局

生　

 

仕
込

き

も
と

※ チーム名「島根フィルティーズ」
   の由来

島根県だけに自生し川本町が
有数の群生地であるイズモコ
バイモの学名「フリティラリ
ア」と、音楽の町・川本町を
イメージしてオーケストラ名
などに使われるギリシャ語

「Phil（愛する）」を組み合わせ
た造語



伝統芸能を継ぐ人びと

25 24116／2026.9

島
に
伝
わ
る
二
つ
の
十
方
拝
礼

島
根
県
の
日
本
海
沖
に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
に

は
、
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
文
化
や
本
土
の
芸
能

が
古
式
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
た
民
俗
芸
能
が
数

多
く
残
る
。
島ど
う

前ぜ
ん

の
西
ノ
島
に
伝
わ
る
「
隠
岐

の
田
楽
と
庭
の
舞
」
は
そ
の
一
つ
で
、
五
穀
豊

穣
を
祈
る
祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
舞
楽
だ
。

同
じ
西
ノ
島
町
内
の
美
田
地
区
の
美
田
八
幡

宮
で
は
西
暦
の
奇
数
年
に
「
田
楽
」
が
、
浦
郷

地
区
の
日
吉
神
社
で
は
偶
数
年
に
「
庭
の
舞
」

が
９
月
の
祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
。

こ
の
二
つ
は
「
隠
岐
の
田
楽
と
庭
の
舞
」
と

し
て
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
同
時
指
定
さ
れ
た
。
交
互

に
行
わ
れ
る
た
め
一
対
の
よ
う
に
も
み
え
る
が

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
伝
統
芸
能
で
、
地
元
で
は

い
ず
れ
も
「
十し
ゅ
う方
拝は
い
礼ら

」
と
呼
ぶ
。

「
美
田
八
幡
宮
の
十
方
拝
礼
と
日
吉
神
社
の
十
方

拝
礼
は
、
連
携
も
対
抗
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
い

つ
か
ら
か
、
ど
ち
ら
も
隔
年
開
催
で
、
そ
れ
が

た
ま
た
ま
交
互
に
行
わ
れ
て
き
た
ん
で
す
」
と
、

一
般
社
団
法
人
西
ノ
島
町
観
光
協
会
会
長
の
松

浦
道
仁
さ
ん
は
話
す
。
松
浦
さ
ん
は
美
田
八
幡

宮
を
は
じ
め
島
内
10
社
の
宮
司
を
務
め
て
い
る
。

美
田
八
幡
宮
に
残
る
『
八
幡
宮
祭
礼
式
書
』

（
１
８
１
３
年
）
や
棟む
な

札ふ
だ
の
記
載
か
ら
、
美
田
地

区
の
十
方
拝
礼
は
室
町
時
代
末
期
に
は
す
で
に

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
江
戸

時
代
ご
ろ
ま
で
は
代
官
所
が
祭
礼
を
執
り
行
い
、

地
区
の
庄
屋
た
ち
が
協
力
し
た
と
さ
れ
、
島
の

大
が
か
り
な
公
式
行
事
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

神
前
に
奉
納
す
る
伝
統
の
舞

美
田
八
幡
宮
で
は
祭
礼
が
近
づ
く
と
、
地
域

住
民
の
手
で
拝
殿
正
面
に
舞
台
が
組
ま
れ
る
。

そ
の
舞
台
上
で
奉
納
さ
れ
る
「
田
楽
」
は
、「
獅

子
舞
」「
神
の
相
撲
」「
田
楽
踊
」
の
３
部
構
成
だ
。

獅
子
舞
の
次
に
行
わ
れ
る
「
神
の
相
撲
」
は
、

紅
白
の
ふ
ん
ど
し
に
鉢
巻
き
姿
の
少
年
二
人
が

麻
袋
一
反
を
掛
け
た
幣へ
い

串ぐ
し

を
持
っ
て
舞
台
上
で

向
き
合
う
。
行
司
役
の
掛
け
声
で
舞
台
を
降
り

て
拝
殿
裏
へ
向
か
い
、
頭
の
御ご

幣へ
い

を
交
換
し
て

戻
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
実
際
に
は
相
撲
は

取
ら
な
い
。
こ
れ
を
三
度
繰
り
返
す
。

最
後
の
「
田
楽
踊
」
は
、
僧
衣
姿
に
大
き

な
四
角
い
笠
を
か
ぶ
っ
た
二
人
が
び
ん
ざ
さ
ら

（
柏か
し
わ

板い
た

を
束
に
し
た
も
の
）
を
使
用
し
て
舞
う

「
中ち
ゅ
う

門も
ん

口ぐ
ち

」
で
始
ま
る
。
次
の
「
鶏
の
舞
」
で
は

鶏
冠
を
か
ぶ
っ
た
二
人
が
小
鼓
を
打
ち
な
が
ら

四
方
に
向
き
を
変
え
て
踊
る
。
こ
の
時
に
囃は
や
し子

方か
た

が
歌
う
「
た
の
し
や
し
ゅ
う
は
い
ら
あ
」
と

い
う
歌
詞
か
ら
、「
十
方
拝
礼
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
続
く
「
子
ざ
さ
ら
」

で
は
赤
い
笠
と
赤
い
衣
装
の
少
年
二
人
が
摺す

り

ざ
さ
ら
を
手
に
踊
る
。
最
後
に
全
員
の
「
総
踊
」

で
終
わ
る
。

一
方
、
日
吉
神
社
の
「
庭
の
舞
」
は
、
こ
れ

に
庭
の
舞
と
い
う
演
目
が
追
加
さ
れ
た
も
の
で

内
容
は
似
て
い
る
。
庭
の
舞
は
舞
楽
の
「
東あ
ず
ま

遊あ
そ
び

」

に
起
源
を
持
つ
、
白
い
衣
装
の
６
人
舞
で
あ
る
。

前
日
の
「
笠
揃
え
」
で
は
衣
装
を
着
け
て
本

番
同
様
の
予
行
演
習
を
、
美
田
八
幡
宮
の
「
田

楽
」
は
長
福
寺
で
、
日
吉
神
社
の
「
庭
の
舞
」

は
宮
司
の
自
宅
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
行
う
。

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
継
承
の
知
恵

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
と
い
う
大

き
な
価
値
が
加
わ
り
、
意
識
が
少
し
ず
つ
変
化

し
て
い
る
と
松
浦
さ
ん
は
話
す
。

「
か
つ
て
、
十
方
拝
礼
に
参
加
で
き
る
こ
と
は

格
式
あ
る
家
の
誇
り
と
考
え
る
人
が
多
く
い
ま

し
た
。
し
か
し
時
代
と
と
も
に
そ
の
感
覚
は
薄

隠
岐
の
田
楽
と
庭
の
舞

隠
岐
諸
島
の
西
ノ
島
町
に
息
づ
く
舞
楽
、
美み

田た

地
区
の「
田
楽
」と
浦う

ら

郷ご
う

地
区
の「
庭
の
舞
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
連
綿

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
二
つ
の
伝
統
芸
能
は
、
今
な
お
島
民
の
暮
ら
し
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
。 （

島
根
県
西
ノ
島
町
）
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浦郷地区・日吉神社の十方拝礼のみで行われる演目「庭の舞」

1

3 2

5

6

4

文／藤沢 享乃

一般社団法人西ノ島町観光協会
［連絡先］
島根県隠岐郡西ノ島町大字美田
4386-3
☎08514-7-8888

一般社団法人西ノ島町観光
協会会長の松浦道仁さん

写真提供／一般社団法人西ノ島町観光協会

れ
、『
後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と

い
う
義
務
感
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
に
は
時
代
に
合
わ

せ
た
工
夫
も
必
要
で
す
」

日
吉
神
社
で
は
、
40
年
以
上
前
、
地
元
小
学

校
の
校
長
で
あ
っ
た
当
時
の
宮
司
が
、
後
継
者

不
足
を
見
据
え
て
主
に
小
中
学
生
を
舞
い
手
と

し
、
学
校
で
継
承
に
取
り
組
む
仕
組
み
に
変
え

た
と
い
う
。
一
方
、
美
田
八
幡
宮
で
は
、
今
も

子
ど
も
が
担
う
の
は
「
神
の
相
撲
」
と
「
子
ざ

さ
ら
」
の
み
だ
。
舞
い
手
で
組
織
す
る
「
保
持

者
会
」
と
は
別
に
「
保
存
会
」
が
存
在
す
る
。

保
存
会
は
美み

田た

尻じ
り

地
区
の
７
集
落
の
自
治
会
長

や
宮
司
、
総
代
会
長
、
保
持
者
会
の
代
表
者
ら

で
構
成
さ
れ
、
衣
装
の
修
繕
を
は
じ
め
資
金
面・

人
材
面
で
支
え
る
。
そ
の
た
め
保
持
者
会
は
後

継
者
へ
の
指
導
に
専
念
で
き
る
の
だ
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
十
方
拝
礼
も
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
、
か
つ
て
は
９
月
15
日

で
固
定
さ
れ
て
い
た
祭
礼
日
を
、
前
後
の
週
末

の
日
程
に
変
え
て
い
る
。

古
式
を
守
り
な
が
ら
も
時
代
に
合
わ
せ
て
姿

を
変
え
、
十
方
拝
礼
は
こ
の
島
で
次
の
世
代
へ

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

1  日吉神社拝殿で奉納される十方拝礼では、舞
い手も囃子方も主に小中学生の子どもたちが
担当する

2  日吉神社の「神の相撲」は拝殿から外に出て、
拝殿裏で出会ってから戻ってくる

3  美田八幡宮の「神の相撲」。日吉神社の十方拝
礼とは同じ演目でも少しずつ道具や衣装の仕
様は異なる

4  鶏冠をかぶり小鼓を打ち鳴らす「鶏の舞」
5  「田楽踊」の最後の演目「総踊」。手前は僧衣姿

でびんざさらを持って踊る「中門口」の舞い手
6  赤い衣装の少年二人が摺りざさらを手に踊る

「子ざさら」
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柵
原
ふ
れ
あ
い
鉱
山
公
園

柵
原
鉱
山
資
料
館

棚
田
の
里
に
眠
る

東
洋
一
の
鉱
山
遺
産

岡
山
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
山
あ
い
の

ま
ち
・
久
米
郡
美
咲
町
は
、
美
し
い
棚
田
の

風
景
に
囲
ま
れ
、「
た
ま
ご
か
け
ご
飯
の
聖

地
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
美
咲
町
の

東
部
、
吉
井
川
中
流
域
に
あ
る
柵や
な

原は
ら
鉱
山
は
、

か
つ
て
東
洋
一
の
硫
化
鉄
鉱
（
黄
鉄
鉱
）
を

産
出
す
る
鉱
山
と
し
て
栄
え
て
い
た
。

柵
原
で
鉱
石
が
発
見
さ
れ
た
の
は
江
戸
時

代
の
初
め
で
、
大
正
期
に
採
掘
が
本
格
化
す

る
。
最
盛
期
は
戦
後
の
昭
和
30
年
代
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
期
に
は
三
交
代
制
で
昼
夜
を
問

わ
ず
採
掘
が
続
け
ら
れ
、
年
間
90
万
ト
ン
以

上
の
鉱
石
を
産
出
し
て
い
た
。
こ
こ
で
採
れ

る
の
は
硫
化
鉄
鉱
で
、
硫
黄
52
％
、
鉄
45
％

が
含
ま
れ
る
。
硫
黄
か
ら
硫
酸
が
生
成
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
硫り
ゅ
う

安あ
ん

と
い
う
肥
料
の
原
料
が
つ
く

ら
れ
主
に
米
づ
く
り
に
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、

化
学
繊
維
の
製
造
に
も
必
要
と
さ
れ
た
。
柵

原
の
硫
化
鉄
鉱
は
戦
後
の
食
糧
増
産
と
経
済

成
長
を
支
え
続
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
石
油
か
ら
硫
酸
を
取
り

出
す
方
法
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
や
、
海
外
か

ら
安
価
な
硫
化
鉄
鉱
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
柵
原
の
鉱
石
需
要
は
減

少
し
た
。
そ
の
結
果
、１
９
９
１
（
平
成
３
）

年
３
月
に
75
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

現
在
は
柵
原
鉱
山
資
料
館
お
よ
び
柵
原
ふ
れ

あ
い
鉱
山
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

「
い
ま
皆
さ
ん
が
立
っ
て
い
る
床
の
下
に
は

穴
が
無
数
に
開
い
て
い
て
、
鉱
山
の
坑
道
が

縦
横
無
尽
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
坑
道

の
総
延
長
は
約
１
４
０
０
ｋｍ
で
す
。
こ
れ
は
、

日
本
列
島
を
縦
断
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
距
離

で
す
。
最
深
部
は
１
０
５
０
ｍ
で
、
気
温
は

大
体
41
～
42
度
、
湿
度
は
1
0
0
％
と
い
う

過
酷
な
環
境
下
で
、
か
つ
て
鉱
石
が
掘
ら
れ

て
い
ま
し
た
」

そ
う
話
す
の
は
、
資
料
館
で
長
年
ガ
イ
ド

を
務
め
て
い
る
畝
本
一
さ
ん
だ
。
資
料
館
へ

入
る
と
、
鉱
山
町
の
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
広

が
る
。
ま
る
で
戦
後
の
昭
和
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
だ
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
地
下
へ

採
掘
現
場
を
リ
ア
ル
に
体
感

地
下
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
臨
場
感
た
っ

ぷ
り
だ
。
乗
る
と
、
ガ
コ
ン
ガ
コ
ン
と
揺

れ
る
効
果
音
ま
で
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
坑
内

作
業
員
に
な
っ
て
地
下
深
く
ま
で
降
下
し
て

い
く
よ
う
な
気
分
が
味
わ
え
る
。
エ
レ
ベ
ー

文／黒部 麻子

タ
ー
を
出
る
と
、
実
物
大
の
坑
道
が
広
が
り
、

採
掘
作
業
の
リ
ア
ル
な
様
子
や
、
削
岩
機
、

鉱
石
を
か
き
集
め
る
ス
ク
レ
イ
パ
ー
、
ト

ロ
ッ
コ
な
ど
の
機
材
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
当
時
の
お
給
料
は
い
く
ら
だ
と
思
い
ま
す

か
」
と
畝
本
さ
ん
が
来
館
者
に
尋
ね
る
。

「
最
深
部
の
最
も
危
険
な
と
こ
ろ
で
の
作
業

に
従
事
さ
れ
て
い
た
方
の
月
給
は
、
今
の
お

金
の
価
値
に
換
算
す
る
と
90
万
円
ほ
ど
で

す
。
高
い
で
し
ょ
う
。
で
も
ね
、
こ
れ
は
命

と
引
き
換
え
の
値
段
な
ん
で
す
。
も
し
も
ワ

イ
ヤ
ー
が
切
れ
た
ら
、
地
上
に
上
が
る
術
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
毎
日
命
が
け
で
す
」

畝
本
さ
ん
の
父
は
、
柵
原
鉱
山
の
坑
内
作

業
員
だ
っ
た
。
働
く
父
の
背
中
を
見
て
育
っ

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ご
当
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
９

大正時代から昭和時代にかけて最盛期を迎えた柵原鉱山に関する資料を展示

当時の商店街や鉱山社宅での暮らし
ぶりを再現した空間が広がる

た
畝
本
さ
ん
の
「
生
き
た
ガ
イ
ド
」
の
お
か

げ
で
、
話
が
よ
り
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

高
温
多
湿
の
坑
道
で
は
、
ど
れ
ほ
ど
屈
強
で

も
、
中
で
作
業
が
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
３

時
間
ほ
ど
だ
。
作
業
を
終
え
た
労
働
者
た
ち

が
安
全
靴
を
脱
い
で
逆
さ
ま
に
す
る
と
、
た

ま
っ
た
汗
が
ど
っ
と
流
れ
落
ち
た
の
を
畝
本

さ
ん
は
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

ア
リ
の
巣
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

坑
道
に
は
現
在
、
吉
井
川
の
底
面
の
高
さ
ま

で
水
を
入
れ
、
崩
落
を
防
い
で
い
る
。
人
が

立
ち
入
れ
る
部
分
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
一

定
の
湿
度
と
気
温
が
保
た
れ
る
環
境
を
生
か

し
、
黄
ニ
ラ
栽
培
を
は
じ
め
と
し
た
坑
道
農

業
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

レ
ト
ロ
な
駅
舎
や
車
両
保
存
で

映
画
の
人
気
ロ
ケ
地
に

資
料
館
で
は
、
柵
原
鉱
山
で
採
掘
さ
れ
る

鉱
石
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
各
地
の
鉱
石
が
販

売
さ
れ
て
お
り
、
鉱
石
マ
ニ
ア
垂
涎
の
品
ぞ

ろ
え
と
な
っ
て
い
る
。
硫
化
鉄
鉱
は
酸
化
に

よ
る
表
面
の
経
年
変
化
を
観
察
す
る
と
い
う

楽
し
み
方
も
あ
る
。

ま
た
、
旧
片か
た

上か
み

鉄
道
の
吉き
ち

ヶが

原は
ら

駅
舎
と
操

車
場
が
あ
っ
た
一
帯
は
、
資
料
館
を
囲
ん
で

公
園
と
な
っ
て
お
り
、
駅
舎
と
車
両
・
線
路

が
保
存
（
一
部
復
元
）
さ
れ
て
い
る
。
片
上

鉄
道
は
、
江
戸
時
代
の
高
瀬
舟
に
代
わ
る
鉱

石
輸
送
手
段
と
し
て
設
け
ら
れ
た
鉄
道
だ
。

柵
原
鉱
山
閉
山
の
年
ま
で
硫
化
鉄
鉱
を
県
南

の
片
上
港
（
備
前
市
）
ま
で
運
び
続
け
、
住

民
の
足
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
現
在
、
沿

線
は
「
片
上
ロ
マ
ン
街
道
」
の
名
で
親
し
ま

れ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

駅
舎
内
に
は
石
造
り
の
改
札
や
、
駅
長

室
、
待
合
室
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、

ホ
ー
ム
や
公
園
内
の
線
路
に
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
車
な
ど
貴
重
な
車
両
が
並
ぶ
。
動
態
保

存
車
両
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
月
に
一

度
の
乗
車
体
験
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

柵
原
鉱
山
は
閉
山
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
が

良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
『
松
本

清
張
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル 

砂
の
器
』（
テ
レ
ビ

朝
日
、２
０
１
１
年
放
送
）や
、映
画
『
と
ん
び
』

（
瀬ぜ

ぜ々

敬た
か
久ひ
さ
監
督
、
２
０
２
２
年
公
開
）
な
ど
、

数
々
の
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
て
き

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
柵
原
鉱
山
の
歴
史
を
後

世
に
伝
え
る
、
貴
重
な
拠
点
で
あ
る
。

柵原ふれあい鉱山公園
柵原鉱山資料館
岡山県久米郡美咲町吉ケ原394-2
☎0868-62-7155
https://yanahara-fkk.com/

鉱山内で採掘した鉱石を
運搬した坑内電車

東
洋
一
の
硫
化
鉄
鉱
山
で

戦
後
日
本
を
支
え
た
歴
史
を
体
感

（
岡
山
県
美
咲
町
）

硫化鉄鉱は化学
工業に欠かせな
い硫酸の原料で
あった

資料館のある柵原ふ
れあい公園には、廃
線となった片上鉄道
の線路や駅舎、鉄道
車両と共に坑内用の
電気機関車や高瀬舟
のレプリカなども保
存されている

柵原鉱山で採掘された硫化鉄鉱
をはじめ、さまざまな鉱石が販
売されている

再現された坑道内での作業の様子

地下深くへと降下する気分が味わえるエレベー
ター

1

2

5

6

3

4

7

11

写真提供／ 1・4・7・8・9・10 黒部 麻子
2・3・5・6・11 柵原鉱山資料館

9

8

10

ガイド 畝本一さん
父親が柵原鉱山で働い
ていたという畝本さん。
自身の経験も交えなが
ら鉱山の歴史を伝える。

＊ガイド希望者は要事前相談
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山
を
あ
る
く

《
鳥
取
県
》

鷲
峰
山

2  岩肌に掛けられた急勾配の階段
3  鷲峰神社の狛犬は、幕末に活躍した青谷の石工・

川六の傑作だ
4  鷲が翼を広げたような美しい山容

4

3

2

1

山頂からは日本海と湖山池が一望でき、鳥取空港や鳥取砂丘も確認できる

写真提供／ 1・4 小鷲河地区住民
2・3 鳥取市
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鳥取県

河内川
河内川

281
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21

21

21

198

N

鹿野町

じ
ゅ
う

ぼ
う

や
ま

ヒ
ノ
キ
林
か
ら
ブ
ナ
林
に
変
わ
り
、
登
り
き

る
と
山
頂
だ
。
山
頂
広
場
に
は
休
憩
所
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
の
展
望
台
に
上
が
る
と

日
本
海
が
眼
前
に
広
が
り
、
湖
山
池
の
奥
に
鳥

取
空
港
、
そ
の
隣
に
は
鳥
取
砂
丘
も
望
め
る
。

帰
路
は
今
春
復
旧
し
た
鷲
峰
コ
ー
ス
で
下
り

る
。
急
勾
配
で
岩
場
も
多
く
、
足
元
に
は
注
意

が
必
要
だ
。
小
さ
な
滝
の
横
の
階
段
を
そ
ろ
そ

ろ
と
下
り
て
さ
ら
に
進
む
と
、
鷲
峰
神
社
に
到

着
す
る
。
鷲
峰
登
山
口
の
あ
る
神
社
周
辺
は
地

域
住
民
が
植
栽
し
た
５
０
０
０
本
の
モ
ミ
ジ
で

彩
ら
れ
、
秋
は
ブ
ナ
林
の
紅
葉
と
と
も
に
こ
の

山
を
代
表
す
る
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

鳥
取
市
鹿
野
町
、
西
因い
な

幡ば

県
立
自
然
公
園
内

に
あ
る
標
高
９
２
０・
４
ｍ
の
鷲
峰
山
。
江
戸

時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
因
幡
誌
』
に
は
、
八や

千ち

戈ほ
こ
の
か
み神（
大お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
）
が
大
鷲
に
乗
り
こ
の
山
に

降
り
立
っ
た
話
の
ほ
か
、大
山
と
背
比
べ
で
勝
っ

た
も
の
の
、
怒
っ
た
大
山
に
頭
を
す
く
わ
れ
低

く
な
っ
た
と
い
う
伝
承
も
残
っ
て
い
る
。

古こ

仏ぶ
つ
谷だ
に
バ
ス
停
近
く
の
登
山
口
か
ら
古
仏
谷

コ
ー
ス
を
登
る
。
中
国
自
然
歩
道
と
し
て
整
備

さ
れ
た
登
山
道
に
は
、
長
い
丸
太
階
段
が
た
び

た
び
現
れ
る
。
し
ば
ら
く
進
む
と
尾
根
筋
に
出

る
。
尾
根
道
は
西
側
の
眺
望
が
開
け
て
お
り
、

展
望
所
で
は
山
々
の
向
こ
う
に
大
山
も
見
え
る
。

地図製作：磯部 祥行　


